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「第４次日野市子ども読書活動推進計画」の策定にあたって 

現代は、IT（情報技術）、AI（人工知能）等の発展、少

子高齢化の進行・人口減少社会の到来、と私たちを取り

巻く社会構造が大きく変化している時代です。 

日野市教育委員会が平成 31年（2019年）３月に策定し

た『第３次日野市学校教育基本構想』では、「すべての“い

のち”がよろこびあふれる未来をつくっていく力」を、

子どもたち自らが育んでいってほしい力、としています。 

日野市では、平成 31年度（2019年度）のＳＤＧｓ未来

都市に選定されるなど、ひとりひとりの多様性を認め合

いながら、持続可能な、次世代に引き継ぎたい地域づくりを進めています。令和

２年（2020年）４月には、障害者差別解消推進条例も施行予定です。 

そのような背景の中、『第４次日野市子ども読書活動推進計画』を策定します。 

子どもにとって読書は、言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊か

なものにし、人生をより深く生きる力を身に付けていく上で欠くことのできな

いものです。本計画では、子どもたちがその発達段階や興味等に応じて、多様な

本に触れられること、そして子どもたち自身が読書の楽しさを発信できること

を目指しています。子どもたちの読書活動の先には、きっと何かが見つかる瞬間

があると信じています。令和元年（2019年）６月には、読書バリアフリー法（視

覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する法律）も施行されました。私たち大

人ができることの一つとして、子どもたちひとりひとりが、それぞれの未来をみ

つけられるよう、家庭・地域・学校・行政が連携、協力し、子どもの読書環境の

整備を引き続き進めてまいります。 

 結びに、本計画の策定にあたり多大なご尽力をいただきました第４次日野市

子ども読書活動推進計画策定委員の皆様をはじめ、パブリックコメント等を通

じて貴重なご意見・ご提案をいただきました多くの市民の皆様や関係機関の皆

様に心よりお礼申し上げます。 

令和２年(2020 年) 3 月 

日野市長 大坪 冬彦 
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 ǵ  

ὑ  

子どもにとって読書は、言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造力を

豊かなものにし、人生をより深く生きる力を身に付けていく上で欠くことので

きないものです。 

現代は少子高齢化に伴う社会構造の変化やＩＴ（情報技術）、ＡＩ（人工知

能）等、進歩の早さ、変化が大きい時代です。 

インターネットやスマートフォンといった様々な情報機器が普及し、大量の

情報を簡易に入手することが可能になるとともに、他者とのつながりもこうし

たメディアやネットワークを通して行われることが増えています。これらを使

いこなすためには、様々な情報・事象から、自分にとって適切な事柄を読み取

る読解力や他者への想像力が必要です。 

また、読書を通じて、子どもたち自らが成長や興味に応じて本の楽しさを発

見し、必要な情報を選び取り、他者とつながり、学び、考え、生きる力や創造

力を育むための環境の整備が必要です。 

 

ᶮǵҲǔ 

平成 13年(2001 年) に「子どもの読書活動の推進に関する法律」が公布・

施行されました。この法は、基本理念を定め、国及び地方公共団体の責務等

を明らかにするとともに、国が「子どもの読書活動の推進に関する基本的な

計画」（以下「基本計画」という。）を策定・公表すること、４月 23日を「子

ども読書の日」とすること等を定めました。 

これまで国は平成 14 年(2002 年) に第一次基本計画、平成 20 年(2008 年)

に第二次基本計画、平成 25年(2013 年) に第三次基本計画、そして平成 30年

（2018年）に第四次基本計画を策定しました。第四次基本計画では、①読書

習慣の形成に向けて乳幼児期、小学生期、中学生期、高校生期の発達段階ご

との効果的な取り組みを推進、②読書会等、友人同士で本を薦め合うなど、

読書への関心を高める取り組みの充実、③スマートフォンの利用等、情報環

境の変化が子どもの読書環境に与える影響に関する実態把握・分析、の３点

が主なポイントとなっており、市町村には、策定済計画の見直し、地域での

幅広い関係者との連携を求めています。 

また、平成 20 年度（2008年度）及び 21 年度（2009年度）に告示された

学習指導要領の総則には「学校図書館を計画的に利用しその機能の活用を図

り、児童の主体的、意欲的な学習活動や読書活動を充実すること」と記され、
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平成 29 年度（2017年度）及び 30 年度（2018年度）には「生きる力 学び

の、その先へ」を主眼とした新学習指導要領が告示されました。 

平成 26 年(2014 年) には学校図書館法の一部を改正する法律が成立し( 平

成 27 年(2015 年) ４月施行) 、専ら学校図書館の職務に従事する職員が学校

司書として位置づけられています。 

 

ˬ ǵҲǔ 

東京都では、平成 15年(2003 年) に「東京都子ども読書活動推進計画」（以下

「都計画」という。）、平成 21 年(2009 年) に第二次都計画、そして平成 27 年

(2015 年) に第三次都計画を策定しました。第三次都計画では、①不読率の更な

る改善、②読書の質の向上、③読書環境の整備、を基本方針としています。 

 

⁸ǵҲǔ 

日野市においても、平成 18年(2006 年) ２月に「日野市子ども読書活動推

進計画」（以下「計画」という。）、平成 23年(2011 年) ３月に第２次計画、平

成 28年（2016年）３月に第３次計画を策定し、子どもの読書活動を推進し

てきました。 

この間、日野市では、子どもが生まれる前の保護者に「ママ・パパクラス」

での絵本紹介・図書館利用案内、乳幼児健康診査時の読み聞かせや絵本リス

ト配布、図書館から幼稚園・保育園・児童館・小学校等への配本や小中学校

の調べ学習で活用する資料搬送の拡充、中学生自らが企画・運営する「中学

生と作家の交流事業」、青少年が同世代へ本の世界の楽しさを伝える「日野

ヤングスタッフ」の活動など様々な事業を進めてきました。平成 29年（2017

年）より市内で子どもの読書に関わる活動をしているボランティア団体との

懇談会を開催したり、平成 30 年（2018 年）より移動図書館（ひまわり号）

の新たな巡回に伴う地域の活動支援を開始したりと、地域との連携も始まっ

ています。 

また、学校図書館法の一部を改正する法律（平成 27年(2015 年) ４月施行) を

受け、平成 31年（2019年）４月、市内３校に学校司書の配置が始まりました。 

 

 

第３次計画の期間が終了することを受け、これまでの成果と課題を踏まえ、

子どもたち自らが、成長や興味に応じて本の楽しさを発見し、学び、考え、

生きる力を育む機会を持てるよう、その環境の整備に取り組むための計画を

策定します。 
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̬  

本計画は、「子どもの読書活動の推進に関する法律」第九条に規定された

市町村子ども読書活動推進計画として、策定するものです。 

また、本計画は「第５次日野市基本構想・基本計画（2020 プラン）」と、

「日野市まち・ひと・しごと 創生総合戦略」に基づき、「日野市生涯学習推

進基本構想・基本計画（日野まなびあいプラン）」や「第３次日野市学校教

育基本構想」をはじめ、「第３次日野市立図書館基本計画」など関連する個

別計画とも連携して、子どもの読書活動推進を図るものです。 

 

 

 

 

 

 

 

                                          

 

  

 

 

ᾍ  

本計画の期間は、令和２年度から令和６年度までの５年間とします。ただ

し、社会経済情勢の変化や法改正の状況などに応じ、必要な見直しを行って

いきます。 

本計画の対象は、０歳から 18歳までとします。 

 

ὑ̱Ѱ 

本計画は、公募による市民委員をはじめ、学識経験者、保育園、幼稚園、

小学校、中学校及び子どもの読書に関わる行政機関の職員等で構成された第

４次日野市子ども読書活動推進計画策定委員会にて検討を重ねました。 

第 3 次日野市立図書館基本計画 個別計画（健康・子育てなど） 

第 4 次日野市子ども読書活動推進計画 

～本のむこうに きっとみつかる それぞれの未来～ 

 整合・連携  

日野市生涯学習推進基本構想・基本計画 

（日野まなびあいプラン） 
第 3 次日野市学校教育基本構想 

第 5 次日野市基本構想・基本計画 

（2020 プラン） 

日野市まち・ひと・しごと 

創生総合戦略 
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 ǚȓȅǮǵ ǯ  

ˎ℗Ѓ Ҳ 

ǀ֝ȑ Ȇ ǁ 

〇健康課主催の「ママ・パパクラス」にて、図書館職員が図書館利用案内

やおすすめ絵本等を紹介しました。令和元年度（2019年度）からは、本

を通じたパパと乳幼児のふれあいに注目し、モデルとなるよう男性職員

が積極的に担当しています。 

○乳幼児健康診査時に、保育士による絵本の読み聞かせ［３・４か月児、

１歳６か月児健診］、図書館利用案内配布［３・４か月児健診］とおす

すめ絵本の紹介冊子配布［３・４か月児、３歳児健診］を継続して行っ

ています。 

○乳幼児関連施設、保育園、幼稚園、児童館、子ども家庭支援センターな

どに、図書館による配本を行い、各施設の蔵書を補完しています。また、

子どもから人気の高い移動図書館（ひまわり号）による、乳幼児関連施

設へ出向いての貸出しサービス（団体貸出）も継続して行っています。 

○絵本の読み聞かせは、すべての乳幼児関連施設で行われています。ボラ

ンティアによるおはなし会も行われており、積極的に本に親しむ機会が

設けられています。ボランティアによる活動は欠かせないものとなって

います。 

○乳幼児とその保護者が図書館を利用しやすい環境づくりとして設定し

ている「ひよこタイム」を、多摩平図書館では月１回の午前中から、平

日の午前中に拡大しました。複合施設の特性を活かし、施設内の児童館

や、子ども家庭支援センターの職員によるイベントを図書館内で開催す

る等、関連部署との連携も広がりました。 

〇図書館では、年齢別（０～２歳、３歳以上、小学生）のおはなし会を実

施しています。 

〇図書館では、テーマごとに３冊の絵本をセットにした「絵本パック」を

作成し、絵本選びに迷ったりゆっくり絵本を選ぶ時間がなかったりする

保護者等に提供しています。 

〇保育園、幼稚園、図書館の職員が乳幼児の読書活動について情報共有を

行い、各現場での絵本にまつわるエピソードも記載した、おすすめ絵本

のリスト『０・１・２歳児 わくわく絵本リスト』等を協働で作成し、

保育園・幼稚園等の乳幼児関連施設や図書館窓口での配布を行いました。

リストの作成過程において情報共有を行ったことが、各職員の研修にも
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なりました。 

○特別な支援を必要とする子どもとその保護者に向けて、平成 26年(2014

年) ４月に開設されたエール（日野市発達・教育支援センター）では、

待合スペースにおける乳幼児向けの絵本の展示や、発達に応じた絵本の

読み聞かせを取り入れる等、ひとりひとりの子どもに合わせた本と親し

む機会を設けています。 

また、エールを通じて子どもとその保護者が図書館の「絵本パック」

や移動図書館（ひまわり号）の団体貸出を利用する等、連携が広がりま

した。 

  

ǀ ǁ 

〈蔵書の充実〉 

・乳幼児関連施設で蔵書が充実した理由の多くが寄贈品によるものとなっ

ており、「古い本が多い」「新規購入ができていない」状況の施設も多い

ことから、図書費の確保が課題となっています。 

〈研修・情報交換の必要性〉 

・保育士や幼稚園教諭は、子どもと日常的に関わる中での読み聞かせ等で

経験を積んでいますが、子どもの読書に関する研修・情報交換は、あま

りできていない状況がみられます。ボランティアによる読み聞かせを子

どもたちと一緒に聞くことや、関連部署との協働リスト作成を通じて等、

様々な形態での研修機会の確保が必要です。 

〈特別な支援を必要とする子どもとその保護者への支援〉 

・特別な支援を必要とする子どもとその保護者に向けて、ひとりひとりに

合わせた本と親しむ機会を設けるため、各施設に適した取り組みや施設

間の連携を更に進めていく必要があります。 

〈保護者への働きかけ〉 

・乳幼児期に本と親しむ機会を持つためには、保護者の意識が大切である

ため、保護者を対象に、様々な機会をとらえて、読み聞かせ等の大切さ

や意義を周知・啓発していくことが求められています。 
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（※）平成 27年度・平成 28年度 27施設、平成 29年度 26施設、平成 30年度

25施設に配本 
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ˢ̞ˣ 27 ʾ 28 27☼ ʺ 29 26☼ ʺ 30 25☼ τ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（※）平成 30 年度より日野図書館でも開催 
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ᾛʴἶ Ҳ 

ƪ₳ 27₴↓ 2015₴↓ ̉ᴇϷ₴↓ 2019₴↓ ȅǮǵ ȏȑ 

ᾍ ᾛἶ ₴ ₴ Ʋʴἶ ₴ ₴  

 
調査実施月の前月１か月間で、本を読んだ冊数が０冊だった児童・生徒の

割合（不読率）を、平成 27 年度（2015年度）から令和元年度（2019年度）

までまとめました。 

ה ─ ─  

上記表の矢印に沿ってデータを見ると、学年が上がるにつれ、不読率があが

っていくことがわかります。 

 4  5  6  1  2  3  

27  

11  
4.7% 7.6% 7.6% 20.3% 38.4% 42.1% 

28

6  
3.1% 3.7% 4.7% 20.4% 22.1% 36.5% 

29  

6  
4.7% 4.4% 5.7% 8.2% 23.5% 24.9% 

30  

6  
5.2% 7.5% 9.7% 12.3% 21.4% 28.9% 

 

6  
3.2% 5.4% 8.5% 11.8% 20.3% 24.2% 



 

9 

 

ᾛἶ  

ǀ֝ȑ Ȇ ǁ 

○市立図書館から、小中学校での調べ学習のための図書の搬送を行ってい

ます。 

〇平成 25 年度（2013年度）より開始した、市立図書館から小学校各クラ

スへの読みものを中心とした「本の森」（学級文庫貸出セット）の貸出し

は、各クラス 50 冊程度に増冊しており、児童の８割が利用しているこ

とが読書調査にてわかります。平成 26 年度（2014年度）より、小学校

の特別支援学級（固定学級のみ）への貸出しも行っています。 

○すべての小学校において、「読書週間」「読み聞かせ」「朝読書」等、読書

の習慣付けのための取り組みが行われており、学校によっては「本の帯

づくり」「ポップの作成」等、子ども自らが読書の楽しさを同世代に発信

する取り組みも行われています。 

○市立図書館では、学校で読み聞かせを行う保護者や市民を対象にした

「絵本読み聞かせ入門講座」を継続して開催しています。 

〇図書館職員が学校を訪問し、小学校３年生を対象に図書館利用ガイダン

スを行う「学校訪問」や、各図書館へ来館した児童に施設案内、利用案

内・本の紹介等を行う「施設見学」等の、本や図書館に親しむ事業を継

続して行っています。 

〇特別な支援を必要とする子どもとその保護者に向けて、図書館では平成

29 年度（2017 年度）より、マルチメディアデイジー図書「わいわい文

庫」の貸出しを始め、平成 30 年度（2018年度）より、特別支援学校や

特別支援学級等への広報を行い、利用につなげました。 

〇教育センターでは、子どもたちが自分たちの住む地域を理解するための

学習資料として、平成 31 年（2019年）３月に七生地域の歴史や伝統文

化を取り上げた児童向けに『歩こう調べようふるさと七生』を作成しま

した。 

〇郷土資料館では、『ほどくぼ小僧 勝五郎生まれ変わり物語』の立体紙芝

居を作成し、学童クラブ等での上演会を行い、郷土の物語を子どもたち

に伝える取り組みを行いました。 

 

ǀ ǁ 

〈学校図書館の蔵書及び蔵書構成の充実〉 

 ・小学校では、平成 27年度（2015年度）からの４年間で蔵書数は児童一

人当たり 0.5 冊増加しました。（※P.16 参照）除籍・購入の基準を定め教

員、学校司書、市政（学校図書館）協力員が連携して管理を行い、蔵書
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を充実させていく必要があります。 

〈学校司書の配置と市政（学校図書館）協力員の業務の運用体制の改善〉 

・学校図書館に配置されている市政（学校図書館）協力員は、複数配置の

ため情報共有が困難なこと等、日常業務の運用体制の改善が課題となっ

ています。また、平成 31 年度（2019年度）４月より、市内３校（小学

校２校、中学校１校）に学校司書の配置が始まりました。教員との連携

でより豊かな学校図書館運営ができるよう、学校内での情報共有の仕組

みや研修の機会確保が求められます。 

〈保護者やボランティアへの支援〉 

・保護者やボランティアが読み聞かせ等を行う際、どのような本を選んだ

らよいか等の相談への支援が引き続き求められています。 

〈自分たちの住む地域を理解するための資料の充実と学び方の工夫〉 

・子どもたちが自分たちの住む地域をより一層理解できるよう、地域を学

ぶための資料の充実および様々な学び方の工夫が求められています。 

 〈身近に本と出あえる環境づくり〉 

・令和元年度（2019年度）の読書調査（※P.14 参照）では、「本の森」につ

いて、小学校４年生から６年生のうち約８割の児童が「利用したことが

ある」との回答をしました。また、１か月に１冊も本を読まなかった児

童の割合（不読率）が、小学生（４年生から６年生）では 5.7％と平成

27 年度（2015年度）の 6.7％を下回りました。「本の森」等、児童が身

近に本と出あえる環境づくりの効果と考えています。引き続き、この環

境を整えていく必要があります。 

  〈子どもと本が出あうきっかけづくりと働きかけの工夫〉 

・平成 30年度（2018年度）の読書調査（※P.12 参照）では、１か月に１冊

も本を読まなかった子どものうち、「本を読むのがきらいだから」「本を

読みたいと思わなかったから」の２点を理由に挙げたのは、４年生で合

計 26％、５年生では 32％、６年生では 31％となっています。本が嫌い

になる原因を取り除き、本と子どもが出あうきっかけを作り、親しみを

もてるような工夫が必要です。 

〈子どもの興味に応じた幅広い蔵書〉 

・平成 30年度（2018年度）の読書調査（※P.13 参照）では、小学校４年生

から６年生への「あなたはどんな内容の本が好きですか？」という問い

には、全学年で「絵本」「小説」よりも、「実際にあった話の本」「科学も

の」「生きものの本」「乗りものの本」「趣味・スポーツの本」等のノンフ

ィクションの数値が高くなっています。子どもの興味に応じた幅広い蔵

書構成が必要です。 
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〈子どもの過ごす場の特性に合わせた蔵書〉 

・子どもが楽しむ目的で過ごす場所では、じっくり集中し時間をかけて読 

 む小説（ものがたり）の本よりも、気軽に目を通せる図鑑や写真集等が

手に取りやすいこともあります。場の特性に合わせた蔵書が必要です。 

〈絵本から読みものへの橋渡し〉 

・絵本から読みもの（文字の多い本）への移行にとまどい、本から離れて

しまう子どもたちの姿が見られます。文字を学び、自分で読めるように

なり始めた子どもたちが、「文字を読むこと」と「文字で表された内容を

理解すること」をつなげることができるような工夫が必要です。子ども

が興味を持てるような内容の幼年読みものやノンフィクションの本を、

身近な大人が紹介できるようリストを作成する等の理解を補うことが

できる工夫が必要です。 
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ƪᾛἶ ₴ ₴ ǵ ₳ 30₴ 2018₴ ὕ ȏȑ 

調査項目：問２ 問 1 で「０冊」と答えた人は、理由を教えてください。 

＊（調査項目：問 1 あなたは、５月１か月の間に、本を何冊ぐらい読み

ましたか。） 
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ƪᾛἶ ₴ ₴ ǵ ₳ 30₴ 2018₴ ὕ ȏȑ 

調査項目：問３ あなたは、どんな内容の本が好きですか。 

あてはまるものにいくつでも○をつけてください。 
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ƪᾛἶ ₴ ₴ ǵ ̉ᴇϷ₴ 2019₴ ὕ ȏȑ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ʴἶ  

ǀ֝ȑ Ȇ ǁ 

○市立図書館から、中学校での調べ学習のための図書の搬送・貸出しを行

っています。 

○全中学校で「読書週間」「朝読書」等、読書の習慣付けのための取り組み

が行われています。 

○市立図書館では、夏休み期間に小学校高学年および中学生に、図書館の

仕事を体験してもらう「ジュニアスタッフ」や職場体験学習の受け入れ

等、中学生が図書館に親しみを持てるような取り組みを行っています。 

〇市立図書館では、平成 28 年度（2016年度）から「中学生と作家の交流

事業」を行っています。市内中学校と連携して、中学生が作家と直接交

流し、同世代に本の楽しさを発信する機会を設けています。本を通じて、

学校を超えたつながりも生まれています。 

ǀ ǁ 

〈学校図書館の蔵書及び蔵書構成の充実〉 

 ・中学校では、平成 27年度（2015年度）からの４年間で蔵書数は生徒一

人当たり 0.9 冊増加しました。除籍・購入の基準を定め教員、学校司書、

市政（学校図書館）協力員が連携して管理を行い、蔵書を充実させてい

く必要があります。 

〈学校と市立図書館の連携〉 

・中学生が同世代に本の楽しさを発信する機会を増やすため、学校と市立

図書館の連携した取り組みを引き続き行います。 
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〈学校司書の配置と市政（学校図書館）協力員の業務の運用体制の改善〉 

・学校図書館に配置されている市政（学校図書館）協力員は、複数配置の

ため情報共有が困難なこと等、日常業務の運用体制の改善が課題となっ

ています。また、平成 31 年（2019年）４月より、市内３校（小学校２

校、中学校１校）にて学校司書の配置が始まりました。教員との連携で

より豊かな学校図書館運営ができるよう、学校内での情報共有の仕組み

や研修の機会確保が求められます。 

 〈メディアと書籍の関係〉 

・令和元年度（2019年度）の読書調査で、好きな作家の上位にあがった作

家の作品は、漫画化・映画化・アニメ化されたものも多く、中学生が様々

な媒体を通じて本と出あっていることがわかります。 

 

 

ƪʴἶ ₴ ₴ ǵ ̉ᴇϷ₴ 2019₴ ὕ ȏȑ 

調査項目：問３ あなたが好きな作家の名前を教えてください。 

Ợ  15  

1  ╟╢  

2    

3 │╛╖⌡ ⅛⅔╢  

4    

5  ⅛⌂ⅎ  

6    

7 J.K.꜡כꜞfi◓ β  

7   β  

9    

10    

11  Ɫꜟ  

12    

13   β  

13   β  

13   β  
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（※）毎年度、27学童クラブに各３回巡回 
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（※）「本の森」配本は、毎年度、小学校 17 校に各 3 回実施 
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ᾜ₴ Ҳ 

ǀ֝ȑ Ȇ ǁ 

○市立図書館を知ってもらうための取り組みとして、市内に３校ある都立

高校のうち、都立南平高等学校へ「市立図書館利用案内」を配布してい

ます。 

○市立図書館では、公募した日野市在住・在学の高校生・大学生を中心と

した「日野ヤングスタッフ」により、同世代に向けた読書の楽しみや図

書館利用をＰＲする活動を行っています。新規メンバーの加入もあり、

層の拡大が進んでいます。 

〇「日野ヤングスタッフ」による「ヤングスタッフ展示コーナー」を高幡

図書館に、「ヤングコーナー」を多摩平図書館・平山図書館に設置し、青

少年向けの資料を揃え定期的な展示の入れ替えを行っています。 

〇平成 30 年度（2018年度）の図書貸出管理システム更新に伴って、図書

館ホームページ内に青少年向けのページを作成しました。毎月行われる

ヤングスタッフ会議の様子を報告する「ヤングスタッフ日誌」を定期的

に掲載しています。 

 

ǀ ǁ 

〈市内都立高校と市立図書館の連携〉 

・高校生に本や市立図書館をより身近に感じてもらえるよう、市内都立高

校と市立図書館の連携した取り組みが課題となっています。 

〈「日野ヤングスタッフ」の公募方法の工夫〉 

・「日野ヤングスタッフ」の公募について、チラシやホームページ等による

募集を行っていますが、カウンターでの案内の手渡しや職員による声掛

け、青少年が集まる場所での広報等、対象者の生活実態に合った公募方

法の工夫が必要です。 
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 ᵫ℗Ὦ  ᶨ   ― 

平
成
２
７
年
度 

27.11.7 

27.11.8 

市内大学連携事業「実践女子大

学常磐祭」展示 

紹介本の展示およびスタッフ作成リストの

配布を行った。 

会場：実践女子大学図書館 

27.11.28 

イ ベ ン ト 「 ビ ブ リ オ バ ト ル

2015」 

日野市立図書館 50 周年行事「図書館まつ

り」の中で、ビブリオバトルを運営した。 

スタッフ６名。参加者 52 名。 

28.3.9 

イベント「ブックトークｉｎ日

野市立七生中学校」 

図書委員会の時間を借り図書委員の方々へ

ブックトークを行った。 

スタッフ４名。参加者 28 名。 

28.3.13 

イベント「BOOK パレード」 多摩平の森ふれあい館２階集会室におい

て、一般の方々へブックトークを行った。 

スタッフ４名。参加者 2 名。 

平
成
２
８
年
度 

28.4.24 

イベント「としょかんおはなし

ピクニック 2016」BOOK パレ

ード＆しゃべり場 

おすすめ本の紹介を行った。 

会場：イオンモール多摩平の森 

スタッフ４名。参加者 11 名。 

28.10.30 

イベント「BOOK パレード with

めいせい書房『List』」 

明星大学内の同好会「めいせい書房『List』」

の学園祭企画に参加し、本の紹介を行った。 

会場：明星大学 

スタッフ５名。参加者 16 名。 

28.11.12 

28.11.13 

市内大学連携事業「実践女子大

学常磐祭」展示 

「料理」に関する本を展示し、日野ヤングス

タッフが作成したブックリストを配布した。 

会場：実践女子大学図書館 

29.1.28 

市内大学連携事業「実践女子大

学との交流会」 

実践女子大学図書館を見学し、学生と本に

ついての話を通じて交流した。 

会場：実践女子大学 

スタッフ６名。参加者２名。 

29.3.10 

イベント「BOOK パレードｉｎ

日野市立日野第二中学校」 

中学校１年生５クラスに向けて、おすすめ

本の紹介を行った。 

会場：日野第二中学校図書室 

スタッフ３名。参加者 115 名。 

平
成
２
９
年
度 

 
 

 
 

 
 

 

29.4.23 

イベント「としょかんおはなし

ピクニック 2017」 

BOOK パレード・ワークショッ

プ（しおり作り） 

おすすめ本の紹介を行った。 

ワークショップ「しおり作り」を行った。 

会場：多摩平の森ふれあい館 

スタッフ８名。参加者７名。 

˗ Ҳ  ₳ 27 ₴↓ ₳ 30 ₴↓ 
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 ᵫ℗Ὦ  ᶨ   ― 

平
成
２
９
年
度 

29.7.27 市内大学連携事業 

「実践女子大学との交流会」 

実践女子大学図書館を見学し、学生と学園

祭で行うイベントについて話し合った。 

会場：実践女子大学 

スタッフ４名。参加者２名。 

29.11.11 

29.11.12 

市内大学連携事業 

「実践女子大学常磐祭」 

テーマ展示・フローチャート展示 

クイズラリー・ワークショップ

（おりがみ） 

「どうぶつ」に関する本や、フローチャート

を展示した。 

大学図書館内を使ったクイズラリーや、お

りがみ作成を行った。 

会場：実践女子大学図書館 

29.11.12 市内大学連携事業・イベント 

「実践女子大学常磐祭 ビブリ

オバトル」 

学生と合同で、学園祭での「ビブリオバト

ル」を企画し開催した。 

会場：実践女子大学 

スタッフ５名。参加者 56 名。 

30.3.5 イベント「BOOK パレードｉｎ

日野市立日野第一中学校」 

図書委員会に向けて、おすすめ本の紹介を行った。 

会場：日野第一中学校図書室 

スタッフ３名。参加者 21 名（各学年７名）。 

平
成
３
０
年
度 

30.4.22 イベント「としょかんおはなし

ピクニック 2018」BOOK パレ

ード・本の展示・ワークショップ

（豆本作り） 

おすすめ本の紹介を行った。 

「どうぶつ」をテーマにした本の展示をし、

ワークショップ「豆本作り」を行った。 

会場：多摩平の森ふれあい館 

スタッフ８名。参加者 12 名。 

30.9.11 イベント 三鷹市立図書館「み

たかとしょかん図書部！」交流

会 

「みたかとしょかん図書部！」と本や活動

内容の話を通じて交流した。 

会場：三鷹市立中央図書館 

スタッフ３名。みたかとしょかん図書部！４名。 

30.11.3 

30.11.4 

市内大学連携事業 

「実践女子大学常磐祭」展示 

「癒し」をテーマにした本を展示し、日野ヤング

スタッフが作成したブックリスト等を配布した。 

会場：実践女子大学図書館 

30.11.17 市内大学連携事業・イベント 

実践女子大学「第３回 本の交流

会」 

実践女子大学図書館を見学し、学生と本の

話を通じて交流した。会場：実践女子大学 

スタッフ２名。学生２名。 

31.3.4 イベント「BOOK パレードｉｎ

日野市立日野第一中学校」 

図書委員会に向けて、おすすめ本の紹介を

行った。会場：日野第一中学校図書室 

スタッフ５名。参加者 14 名。 
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᷂Ḣ Ҳ 

ǀ֝ȑ Ȇ ǁ 

○公民館事業として、「親子で夏休みに絵本を作ろう」等親子を対象とし

た本にかかわる講座を開催しました。 

○郷土資料館では、各種イベントや体験学習会の開催により、子どもから

お年寄りまでの幅広い年齢層の方々へ、日野の郷土史に触れる機会の提

供を行っています。 

○図書館では、年齢別のおはなし会の実施や、保護者や市民を対象とした

「絵本読み聞かせ入門講座」や、子どもの読書に関する講演会の開催等

により、地域の子どもやその保護者の本に親しむ機会の創出や支援を行

っています。 

〇図書館では、「子どもの読書活動に関するボランティア懇談会」を平成

29 年（2017年）12 月に初めて開催しました。図書館と地域で活動する

ボランティア団体・個人と情報交換等を行い、平成 30年度（2018年度）

からは継続して開催しています。 

 

ǀ ǁ 

〈連携のあり方〉 

・「子どもの読書活動に関するボランティア懇談会」を今後も定期的に行

い、地域における子どもの読書活動に関する情報を共有し、連携を進め

ていく必要があります。 

・公民館・郷土資料館・図書館の連携した取り組みの推進が課題となって

います。 
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Њ ↔ ὕ ὕ  

☼ם  χϓ╥ᴥ  ᵓ  

27 ם̎  σΰ„℅ם☼  

28 ˢ͑Ὦˣ ͍ᵓ 17  χ ώϦΚΜḬ 

29 ˢ͒Ὦˣ ͍ᵓ 18 ῝״  Ḭ 

30 ˢ͑.͒Ὦ  x ͎ᵓ 32  χ ώϦΚΜḬʾ‰ Ḭ 

 

ͪ ׄ ׄ ˺ ὕ ὕ  

☼ם  χϓ╥ᴥ  ᵓ  

27  ͐ᵓ 63 ˢ◓ςϜḯϚ  x ‰ʾ״ ʾ ʾ Ḭ 

28  ͏ᵓ 29 ‰ʾ״  Ḭʾ ῝״ Ḭ 

29  ͑ᵓ 44 ‰ʾ״  ʾ ╦ʾ Ḭʾ

χ ώϦΚΜḬ 

30  ͎ᵓ 10 ʾ״  Ḭ 

 

֗ ᵃ  

ǀ֝ȑ Ȇ ǁ 

〇「子ども読書の日」である４月 23 日にちなんだイベント「としょかんおは

なしピクニック」を開催しました。平成 30 年度（2018 年度）、令和元年度

（2019 年度）には、地域で活動するボランティア団体にも企画への参加を

呼びかけ、相互の情報共有の場ともなりました。 

〇子どもの読書に関心のある方を対象に、「絵本読み聞かせ入門講座」を実施 

 し、地域で活動するボランティア団体の紹介も行いました。 

〇地域で活動するボランティア団体・個人の活動内容等を図書館ホームページ

に掲載するため、情報を収集しました。 

〇乳幼児の保護者にむけて図書館の利用案内を作成・配布し、幼い頃から本に

親しんでもらえるように働きかけました。 

 

ǀ ǁ 

〈イベント内容や実施形態の検討〉 

 ・普及・啓発イベント開催にあたり、会場・日時・内容等、市内の各地域の子

どもたちが参加できるよう検討する必要があります。 
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σ  

                        

☼ם ℗ᵓ ϱЦрЕ ᵫם„   ╥ᴥ  

27  
̞ ◕ Ḭ 50 ϱЦрЕρΰοʺˮ ḬϘνϤ˯Ϭᵫ℗ˢ11Ὦˣ 

28  ◕ ⱪ ᶘ⌠ᴪ 

ΣΣΧϞσΧκΤήϭ 

ϬӾϚ ρχ ᵓ

Μ˙ τ ϣΰ

οʺ ῎ϬνϚΩ 

ΣψσΰᵓʺУАϼЕ˔ϼʺУАϼЕ

˔ϼ ꜘЀ˔З˔ʺם ◓ ᶘ τ

Ϣϥˮχϣ˯ϺажϼЌ˔ ꜘЀ˔З

˔ʺΣββϛ ρ χЀ˔З˔

υϤΠʾῬ⌠Ѐ˔З˔ʺ ᵲּיЂ˔Р

ІЀ˔З˔ʺбрϽІЌАТˮУАϼ

Ой˔Ж̍ΰϝϓϤ ˯ 

ϱϷрЯ˔и

χ  

303  

29  ДЃϱЗ˔ʾ 

ϱжІЕй˔Ќ˔ 

ήϭ 

ˮᵊ ẋ ᾍⱵ˯Є

з˔Ї⌠ χᾘ

ֳρ  

Σψσΰᵓ Σ̋ψσΰϸиЌ Ῥ̋⌠ʺ

ᵲּיЂ˔РІ ꜘ б̋рϽІЌАТˮ У

АϼОй˔Жʺ χΰΣϤ⌠Ϥ˯ 

χ ώ

ϦΚΜḬ 

231  

30  ᵨ ⌠ᴪ 

θΰϧκήρήϭ 

ΣψσΰρυϤΠм

˔ϼЄдАФ 

Σψσΰᵓʺ˪ Σψσΰχᵓ Σ˫ψ

σΰᵓ Ῥ̋⌠ʺ ᵲּיЂ˔РІ ꜘ б̋

рϽІЌАТˮУАϼОй˔Жʺ

⌠Ϥ˯̋ ІЌрФжз˔ 

χ ώ

ϦΚΜḬ 

400  

ᾕ  ◕ ⱪ ᶘ⌠ᴪ 

᷁ ◓ήϭ 

ΣψσΰξΨϤ 

ᵨ χ ϙ Τδ 

Σψσΰᵓʺ˪ ʾ◓ςϜρ χ ᵓ

Μχᵓ Σ˫ψσΰᵓʺ˪ Σψσΰχ

ᵓ˫Σψσΰᵓʺ˪ Ў˔ЭϘαϡ˫

ὠ Ῥ̋⌠ʺ ᵲּיЂ˔РІ ꜘ б̋рϽ

ІЌАТˮ ᶨ ᵒʾЪІЌ˔ ꜘ Σ̋

ββϛ χ ꜘ˯ 

χ ώ

ϦΚΜḬ 

300  
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 Ḩ ꜠ɵḨ  

Ḩ ꜠ 

 

第３次計画では「読書でひろがる ひのっ子の力」を基本理念に子どもと

本をつなげる取り組みを行ってきました。 

本計画では、引き続き子どもたちが読書を通じて、言葉を学び、感性を磨

き、表現力を高め、創造力を豊かなものにし、人生をより深く生きる力を身

に付け、ひとりひとりの多様性を認め合いながら、共に未来を創り出してい

けるよう、環境の整備に取り組みます。その方向を表すものとし、以下のと

おり、基本理念を定めます。 

 

 

 

 

 

Ḩ  

基本理念を実現するために、次の３つの基本方針を設定します。 

 

１．すべての子どもたちが、身近に本と出あえる環境づくり 

 

すべての子どもたちが、日々の生活を送る身近な場所で本と出あえる環境を

つくります。子どもの発達段階や興味、本と出あう場所の特性等に応じて、様々

な分野の本に触れ、読書の幅を広げられるような環境づくりを行います。 

 

２．子どもたちが、自ら読書の楽しさを発信する取り組み 

 

子どもたちが、自ら読書の楽しさを発信できるような取り組みを、さらに推

進します。子ども同士で本に親しむきっかけづくりや、本をきっかけとした同

世代のつながりの創出を、子どもたちとともに考え、取り組みます。 
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３．子どもと本をつなぐ活動をする人たちが連携する仕組みの充実 

 

子どもと本をつなぐ活動をする人たちが、その多様な活動を通じて、子ども

の読書活動をより豊かにできるよう、情報共有し連携する仕組みを充実させま

す。子どもの読書活動を支える地域の力によって、子どもがより身近で本に出

あい、人と出会える環境づくりを推進します。 
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 ǵКὦ 

子どもたち自らが、成長や興味に応じて本の楽しさを発見し、読書を通じ

て学び、考え、生きる力を育むことができるよう、読書活動を推進する環境

を整備するためには、成長段階に合わせた取り組みを行うことが必要です。

乳幼児期、小中学生、青少年という成長段階に合わせて、子どもたちに直接

働きかける読書活動と、その読書活動を推進するための諸条件の整備を行い

ます。また、子どもの読書活動を支える地域の活動も大切です。 

 

ˎ℗Ѓ Ҳ  

乳幼児期の読書活動は、家庭をはじめ、保育園・幼稚園・児童館・図書館・

地域文庫等で行われます。この時期には、本を通して親子等がふれあいを持

つこと、乳幼児が本に親しむことを目指します。 

 

ˎ℗Ѓ ǵ Ҳ 

ǚȓǒȐ ǲǱȒ ǿǵƲ ǵ Ȇ ǒǢ Кǯ ǵɨȷɆʱǺǲᶫ

ѫ Кǵ ⁹ 

ǀᶫ Ʋβ∆ ǁ 

本を通した親子のふれあいについて、出産前から案内することによって、

子どもを迎える家庭を支援します。 

①名づけや育児など妊娠時から役に立つ本の紹介や、市内図書館の利用案

内を母子手帳交付時に配布し、これから親になる方に、本や図書館に親

しみをもってもらうよう働きかけます。 

②健康課主催の「ママ・パパクラス1」（※p. 48 事例紹介参照）にて、絵本の

読み聞かせについて案内し、併せて図書館利用案内やおすすめ絵本の紹

介冊子を配布します。また、「ママ・パパクラス」での取り組みのように、

母親だけでなく父親による子どもの読書活動への参加を普及・啓発する

ための取り組みを推進します。 

 

ֺ ɵ₴ Ѓβ∆ Ǯǵ ɨȷɆ ⁹ɵ Ȇ ǒǢɵᶫ ѫ К

ǯ ᾽  

ǀβ∆ Ʋᶫ ǁ 

                                                   
1 ママ・パパクラス：妊娠中期（妊娠 16 週から 27 週）の妊婦とその家族を対象とした、

健康課主催の事業。妊娠中の健康管理や日常生活の過ごし方、出産に関する講話、沐浴

体験などを行う。 
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本を通した親子のふれあいを大切にするとともに、乳幼児期から本に親し

む機会が持てるような取り組みを行います。 

①保育士による絵本の読み聞かせを行います。［３・４か月児、１歳６か月

児健診］ 

②健診会場で手に取れるよう、図書館から配本された絵本を展示します。 

［１歳６か月児、３歳児健診］ 

③図書館が作成した、乳幼児と一緒に図書館を利用する保護者向けの図書

館利用案内を配布します。［３・４か月児］ 

④図書館が作成した各対象年齢向けの絵本のリストを配布します。（「赤ち

ゃんとたのしむえほん（０・１・２歳）」［３・４か月児健診］、「お子さ

んとたのしむえほん（３歳～）［３歳児健診］） 

 

ƼǠǖǠǖȭɧɔƽ ǲǑǘȒЃ ᴣǲȏȒ ǵ Ȇ ǒǢ 

ǀЃ Ʋᶫ ǁ 

子育て支援の拠点である児童館では、生後３～12 か月の赤ちゃんと保護

者を対象とした「すくすくクラブ2」、概ね１～２歳児の「よちよちクラブ２」

や１～３歳児と保護者を対象とした「幼児の日3」等において、仲間づくりや

絵本などに親しむ機会を設定します。 

①「すくすくクラブ」、「よちよちクラブ」や「幼児の日」等において、児

童館職員や図書館職員による絵本の読み聞かせ、保護者に向けた本の紹

介を行います。地域とのつながりを深めながら、保護者やボランティア

による絵本の読み聞かせ等の事業を行います。 

②保護者への情報発信として、図書館利用案内やおすすめ絵本紹介冊子を

配布します。 

 

ͪ ᶸǲǑǘȒ ҲǵϹὕ 

ǀͪ ᶸǁ 

乳幼児が日々の生活の中で本に親しむために、保育園における読書活動の

充実を図ります。 

①保育士は、子どもたちが想像力を広げていくことができるよう、継続し

て読み聞かせを実施します。 

②図書館の団体貸出や配本を活用します。 

                                                   
2 すくすくクラブ・よちよちクラブ：歌や手遊びなどを参加者みんなで行うことにより、保

護者同士の交流も図る事業。 
3 幼児の日：年間登録制の幼児と保護者のための事業。 
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③地域のボランティアによるおはなし会4（※p. 49事例紹介参照）を行います。 

④図書館近隣の保育園では、定期的に図書館を利用し、おはなし会等へも

参加します。 

⑤地域の未就学児とその保護者を対象にした行事（地域交流など）におい

て、積極的に乳幼児が本に触れる機会を設けます。 

⑥計画的に本を購入し、子どもたちの興味を引き出す身近な場所に設置し

ます。 

 

℗ ᶸǲǑǘȒ ҲǵϹὕ 

ǀ℗ ᶸǁ 

幼児が日々の生活の中で本に親しむために、幼稚園における読書活動の充

実を図ります。 

①図書購入の予算を確保し、幅広い分野の本を購入することにより、コー

ナーを充実させます。 

②図書館の団体貸出や配本を活用します。 

③教師は幼児が想像力を広げていくことができるよう、また、年齢に応じ

て自分に適した本を選ぶことができるよう、年間を通して読み聞かせを

実施します。 

④地域のボランティアの協力を得ておはなし会を行います。 

⑤絵本の貸出しを行い、家庭での読み聞かせを推奨します。 

⑥幼児が読んでもらった本について発表する場を設けたり、幼児同士で本

に親しむきっかけをつくったりするなどして、豊かな表現力を身に付け

ることができるよう努めます。 

⑦地域の未就園児とその保護者を対象にした行事において、読み聞かせや

おすすめ本の紹介などを行います。 

 

ᶫ ǲǑǘȒ ҲǵϹὕ 

ǀᶫ ǁ 

図書館では、中央図書館・分館におけるサービスに加え、移動図書館（ひ

まわり号）での個人貸出と保育園・幼稚園等の乳幼児施設へ出向く団体貸出

サービスを実施します。 

①幅広い分野の豊富な資料を揃え、子どもや保護者の要望に応じた資料    

                                                   
4 おはなし会：絵本の読み聞かせ・わらべうた・ストーリーテリング（語り手が物語を覚

え、本を使わずに語る）・パネルシアター（パネル板に絵人形を貼り演じる）・ペープサ

ート（棒につけた絵人形を動かし演じる）・ブックトーク（テーマに沿って複数の本を

紹介する）等を行い、子どもが物語や本と出あい親しむことができるような機会をつく

る催し。 
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の紹介・読書相談を行います。 

②おはなし会を実施し、子どもが本と出あうきっかけをつくります。 

③テーマにそったおすすめ本のリストを発行し、子どもや保護者の本選び

の参考に配布、また乳幼児関連施設にも配布します。 

④年齢・テーマごとにおすすめする絵本をセットにした「絵本パック5」の

貸出実施館の拡大をします。 

⑤移動図書館（ひまわり号）による保育園・幼稚園等の乳幼児施設への団

体貸出を実施します。 

⑥子どもまつり等、市のイベントに参加し、子どもが本や図書館に触れる

機会をつくります。 

 

ˎ℗Ѓ ǵ Ҳ ǵǦȈǵ ̏ǵ ρ 

ὤ↨ǲǑǘȒ Ҳǵ ǵǦȈǵᶫ ѫ Кǵ̸ ɵ ⁹ 

ǀᶫ ǁ 

乳幼児期の読書にとって、最も身近な場所である家庭で本に親しむことが

大切です。家庭における読書を支援するため、乳幼児の保護者に向けて、図

書館の利用案内を作成し、配布します。 

①『日野市立図書館利用案内～小さいお子さまと一緒に図書館をご利用の

方へ』を作成し、健康課による乳幼児健診及び「ママ・パパクラス」で

配布します。 

②上記利用案内を、保育園・幼稚園・児童館等の乳幼児関連施設でも配布

し、乳幼児の保護者に図書館を身近に感じてもらい、図書館の利用を促

します。 

③乳幼児連れの保護者を対象にした図書館見学ツアーを開催します。 

 

Ȇ ǒǢǲׄǖ ǵɨȷɆǵ ⁹ 

ǀᶫ ǁ 

多くの絵本の中から何を選んだらよいか迷う保護者等へ向けて、案内のた

めのリストを配布し、必要に応じて改訂します。 

①『赤ちゃんとたのしむえほん（０・１・２歳）』、『お子さんとたのしむえ

ほん（３歳～）』を作成し、健康課による乳幼児健診及び「ママ・パパク

ラス」や乳幼児関連施設で配布します。 

                                                   
5 絵本パック：本を選ぶ時間がない方や、本選びに悩まれている方などのために、テー

マごとに３冊の絵本をセットし貸出しするサービス。平成 30 年（2018 年）１月より

「赤ちゃん向け絵本パック」の貸出しを中央図書館で開始した。 
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②「読み聞かせに向く絵本のリスト（幼児・小学生向け）」を作成し、図書

館ホームページにて公開します。 

 

Țǧ ș ǠȒƼ ɏȷɛɶɆ6ƽǵ̸ ɵ ⁹ 

ǀᶫ ǁ 

乳幼児と保護者が、楽しみながら読んだ本を記録し、家庭における読書を

推奨することができるよう取り組みます。 

①本を読んだ日付と題名を記入して図書館に持参し、スタンプを押してい

く仕掛けの「読書パスポート」を配布します。 

②「読書パスポート」をより効果的に活用してもらえるよう、乳幼児、保

護者それぞれに合った活用方法を提案していきます。乳幼児には本を読

む楽しみと共にスタンプが増えていく達成感を得られるような仕組み

を整え、保護者には子どもの成長を記録するツールとして利用してもら

えるよう積極的にＰＲしていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ἧǰȉ ǲǑǘȒ ҲǵⅎḸ 

ǀЃ Ʋἧǰȉὤ↨ ȹɱȽɶƲ ἶ Ʋᶫ ǁ 

子ども関連施設における絵本の読み聞かせ等の読書活動について、保護者

の目に留まるような広報に努めます。 

①各児童館のイベント情報、子ども家庭支援センターによる「子ども家庭

支援センターだより」「地域活動子どもカレンダー」、生涯学習課による

「講座イベントガイド」、図書館の「館報ひろば」及び図書館ホームペー

ジにて、広報を行います。 

②日野市子育て情報サイト「ぽけっとなび7」を活用します。 

 

                                                   
6 読書パスポート：読んだ日付と本の題名を記入して図書館に持参し、スタンプを押して

いく仕掛け。用紙の背景は世界地図になっており、20 個スタンプを集めるとゴール（世

界一周）できる。 
7 ぽけっとなび：日野市で子育てをしている保護者や今後子育てを始める保護者が、子育

てに必要な行政情報をスマートフォンやパソコンで入手できるサービス。 
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Ѓ ɵἧǰȉὤ↨ ȹɱȽɶǲǑǘȒᶫ ǵϹὕǯ ᴣǵ ʹ 

ǀЃ Ʋἧǰȉὤ↨ ȹɱȽɶǁ 

乳幼児が身近なところで本に親しむことができるよう、引き続き図書の充

実を図り、職員の研修を行います。 

①毎年、計画的に図書を購入します。 

②図書館からの配本を活用します。 

③職員に読み聞かせ等の研修を行います。 

 

ͪ ᶸǲǑǘȒᶫ ǵϹὕǯͪ Ṳǵ ʹ 

ǀͪ Ʋͪ ᶸǁ 

乳幼児が身近なところで本と親しむために、図書の充実を図り、職員の研

修を行います。 

①移動図書館（ひまわり号）による団体貸出や、図書館からの配本を活用

します。 

②保育士同士の情報交換や研修を行います。 

③計画的に図書を購入します。 

 

℗ ᶸǲǑǘȒᶫ ǵϹὕǯ℗ ᶸ ǵ ʹ 

ǀἶ Ʋ℗ ᶸǁ 

幼児が生活の中で本と親しむために、図書の充実を図るとともに教師の研

修を行います。 

①計画的に図書を購入します。また、そのための予算の確保に努めます。 

②移動図書館（ひまわり号）による団体貸出や、図書館からの配本を活用

します。 

③教師同士の情報交換や研修を行います。 

 

ᶫ ǲǑǘȒˎ℗Ѓׄǘ ǵϹὕǯ ᴣǵ ʹ 

ǀᶫ ǁ 

乳幼児と保護者が近隣の図書館で本と親しむために、図書の充実を図ると

ともに、保護者からの読書相談に応じる力など、子どもと本をつなぐ能力向

上のため、職員の研修を行います。 

①乳幼児向けの資料について、新しく出版された本から適切なものを選書

するとともに、長く読み継がれている定番の本を必要に応じて買い替え、

利用に供します。 

②図書館内において職員への研修を行うとともに、都立図書館等の研修の

機会を利用し、職員の子どもと本をつなぐ能力向上に努めます。 
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ˎ℗Ѓ ᴣǵ ḸВ ɵ ʹ ̝ǵ ͪ 

ǀͪ ᶸƲ℗ ᶸƲЃ Ʋἧǰȉὤ↨ ȹɱȽɶƲᶫ ǁ 

乳幼児関連施設職員が、乳幼児と直接関わることで学び、感じ取ったこと

を共有する場を設け、研修の機会を確保します。 

①図書館から、乳幼児関連施設の職員へ、新しい本の紹介や絵本読み聞

かせ講座を行います。 

②保育園・幼稚園・児童館・子ども家庭支援センター・図書館の職員に

よる乳幼児の読書活動の情報共有を行うために、協働で作成したおす

すめ絵本リストの配布を行います。 

 

10 ᶫ ǲǑǘȒˎ℗Ѓǵѫ ǞȋǠǋ ṑǬǖȑ 

ǀᶫ ǁ 

乳幼児と一緒に来館する保護者が利用しやすい環境づくりを、施設・運営・

サービスの面から図ります。 

①多摩平・平山図書館の２館において、児童書のエリアに、子どもが靴を

脱いであがれる場所を設置しています。大規模修繕などの機会に、他の

館での設置を検討します。 

②乳幼児連れの保護者が気兼ねなく来館できる時間として設けた「ひよこ

タイム8」の利用状況を検証し、拡大に向けて取り組みます。 

③おはなし会を年齢別（０・１・２歳児向け、３歳以上向け、小学生向け）

に実施します。 

 

11 ˎ℗Ѓ ǿǵ ǵὕ  

ǀᶫ ǁ 

乳幼児関連施設の図書の充実を支援するため、図書館からの配本を行います。 

①保育園・幼稚園・児童館・子ども家庭支援センター等へ、引き続き図書

館からの配本として、図書を搬送します。 

 

12 ѝǦǨǵ̮ȇȅǨǲ ǞȇǦȈǵ Ҳǵ  

ǀᶫ Ʋ ᶽ ǁ 

乳幼児期から、自分たちの住むまちに親しみを持てるような読書活動を支

援します。 

①日野の昔話や地域に関わる人物について乳幼児に伝える手法を検討し、

郷土資料館の作成した資料を活用するなどの、読書活動を行います。 

                                                   
8 ひよこタイム：子どもたちが幼いころから図書館や本に親しめるよう、乳幼児連れの

保護者の方が気兼ねなく来館できるよう設定している時間。 
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13 ˎ℗Ѓ ͪ ꜘ Ҳ  

ǀ Ʋβ∆ Ʋἧǰȉὤ↨ ȹɱȽɶƲᶫ ǁ 

特別な支援を必要とする乳幼児とその保護者へ、それぞれのニーズに応じ

た読書活動の支援を行います。 

①エール（日野市発達・教育支援センター）では、子どもたちが待合スペ

ースで手に取れるように本を置くとともに、保護者への支援となるよう

な資料を紹介します。図書館と連携し、移動図書館（ひまわり号）の団

体貸出9や「絵本パック」の利用等を通して、子どもたちの身近に本があ

る環境を更に充実したものとします。 

②健康課及び子ども家庭支援センターでは、必要に応じて図書館の利用案

内や絵本のリストを配布します。 

③図書館では、各館に点字絵本コーナーを設置するとともに、音声デイジ

ー図書10、マルチメディアデイジー11やバリアフリー絵本12、ＬＬブック
13等を収集し、提供します。また、保護者への読書相談や保護者向け資料

の収集・提供に努めます。 

 

  

                                                   
9 団体貸出：幼稚園や保育園・学童クラブ・病院・地域文庫などに、まとめて資料を一

定期間貸出すこと。 
10 音声デイジー図書：デジタル録音された音声による本。パソコン等を使って音声デー

タを録音し、編集作業を通して検索性を加える。利用者は、見出しやページを呼び出

したり、読みとばしたり、活字本のページを繰るように、音声で「読む」ことができ

る。デイジーとは Digital  Accessible Information System の略で、「一般の印刷

物を読むことに障害のある人々のために開発されたデジタル図書の国際標準規格」の

こと。 
11 マルチメディアデイジー：音声とその部分のテキストや画像等がシンクロナイズ（同

期）して出力される。パソコンやタブレットを使って利用する。視覚障害者・肢体障

害者・聴覚障害者・学習障害者・寝たきりの人等、様々な人が利用できる、アクセシ

ブルなデジタル図書のこと。 
12 バリアフリー絵本：障害の有無に関わらず、誰もが楽しめるよう、様々に工夫された

絵本。目の見えない人と目の見える人が一緒に絵本を楽しめる「点字付き絵本」や、

布の暖かさを感じたり登場人物を動かして楽しめる「布の絵本」などがある。 
13 LL ブック：知的障害のある人や日本語を母語としていない人など、文字を読んだ

り、本の内容を理解したりすることが苦手な人でも、やさしく読めるよう工夫されて

いる本。 
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ᾛʴἶ Ҳ  

小中学生の読書活動は、家庭・学校・児童館・図書館等で行われます。特

に学校は、教師という大人や同世代の友達と多くの関わりをもつ大切な場で

す。この時期には、楽しみとしての読書に加え、課題を解決したり、深く考

えるための読書を経験することを目指します。 

 

ᾛʴἶ ǵ Ҳ 

Ѓ ɵἶ ȭɧɔǲǑǘȒ ҲǵϹὕ 

ǀЃ Ʋἶ ȭɧɔƲᶫ ǁ 

小中学生が身近なところで本と親しむために、児童館・学童クラブでの読

書活動の充実を図ります。 

①児童館では、子どもたちが児童館に来館する目的を踏まえながらも、

様々なジャンルの本に目が向かうような工夫をします。 

②学童クラブでは、職員やボランティア等による読み聞かせの時間を定着

させます。また、「読書週間」の導入も検討します。 

③図書館は、移動図書館（ひまわり号）による団体貸出を行い、子どもた

ちの身近に本がある環境作りを支えます。 

 

ֺἶ ǵ ș ǒǞǦЃ ɵ ♪ǵ Ҳǵ᾽  

ǀᾛʴἶ Ʋἶ ǁ 

各学校の特色を活かし、魅力的な読書活動を展開します。 

①「朝読書」「教師による読み聞かせ」「保護者や地域のボランティアによ

る読み聞かせ」「高学年児童による低学年児童への読み聞かせ」「図書だ

より」の発行、「読書週間」等、学校ごとに計画的に読書活動を展開します。 

 

ǵ Ǟǜșֿʫ̈ǲ ͬǠȒ Ҳǵ᾽  

ǀᾛʴἶ Ʋἶ Ʋᶫ ǁ 

読み聞かせをしてもらったり、本を紹介してもらったりするだけではなく、

子どもたち自身のアイデアを引き出し、自ら友達や同世代に向けて読書の楽

しさを発信する活動に取り組みます。 

①学校では、図書委員会の活動を支援するとともに、発展的な読書活動を

通じ、読書の楽しさを共有できるよう取り組みます。 

（例）「児童・生徒によるおすすめ本の紹介」「読書ゆうびん14」「読書感想文」

                                                   
14 読書ゆうびん：子どもたちが本を読んだ印象や感動をもとに、自分が伝えたい相手に向

けて、その本を薦める文書や絵を書いて渡す（送る）手法。 
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「読書感想画」「読書会」「ビブリオバトル15」「ポップ作成16」「本の帯作成」

等 

②市立図書館では、「中学生と作家の交流事業17」を引き続き行い、その作

家の作品を学校に配本し、学校内でも発信を促します。 

③例えば、各中学校の図書委員のおすすめ本を図書館から中学校に配本し、

図書委員の紹介文と併せて各中学校で展示するなどの活動も検討しま

す。 

 

ᶫ ǲǑǘȒ ҲǵϹὕ 

ǀᶫ ǁ 

図書館では、中央図書館・分館・移動図書館（ひまわり号）におけるサー

ビスに加え、児童館・学童クラブ・学校等の施設と連携したサービスを実施

します。 

①幅広い分野の豊富な資料を揃え、子どもの要望に応じた資料の紹介を行

います。 

②テーマを持った本の紹介リスト作成を引き続き行い、小学生に向けて、

絵本から読み物への橋渡しとなる「幼年文学」のおすすめ図書リストを

新たに作成します。 

③おはなし会を実施し、子どもが本と出あうきっかけをつくります。 

④職員が子どもたちのいる場所に出向き、図書館の利用案内、本の紹介を

行う「学校訪問」「学童クラブ訪問」、子どもたちが来館しての「施設見

学」等、図書館を身近なものとしてとらえてもらうことを目的とした事

業を継続していきます。 

⑤児童館・学童クラブへ移動図書館（ひまわり号）による団体貸出を行い

子どもたちの身近に本がある環境作りを支えます。 

 

ș̓ǪǦ ǵ  

ǀᾛʴἶ Ʋἶ Ʋᶫ ǁ 

楽しく読書をすることに加え、調べる学習など、本等の資料を使って課題

                                                   
15 ビブリオバトル：バトラー（発表者）がそれぞれおすすめの本を紹介し、バトラーと

観客が一番読みたくなったチャンプ本を決めるゲームのこと。バトラーは自分の言葉

だけで本の魅力を伝えることがルールとなっている。 
16 ポップ：本の面白さ等を伝え、「本を読みたい気持ち」を促進する役割を持つカード

のこと。 
17 中学生と作家の交流事業：作家との交流をきっかけとして、中学生が本に親しみ、自

ら読書の楽しさを発信する活動を行うことを目的とした事業。この事業に関心のある

市内各中学校代表の生徒により、講演会の企画・運営を行う。 
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を解決するための支援を行います。 

①児童・生徒が課題を解決するための手助けとなるような資料を揃え、調

べ学習を支援します。 

②児童・生徒が立てた課題に応じて、資料の活用の仕方について指導・助

言を行います。 

③図書館では、調べ物や自由研究で来館する児童に適切な資料の提供を行

います。また、学校からの依頼を受け、調べ学習等に利用する資料を学

校搬送便として提供します。搬送した資料は、学校図書館の選書や図書

館の資料提供の参考となるよう情報を共有します。 

 

ᶫ ǵ˿˗̱ ȶɣɉȠȷȽɁɓ ǵὕ ɵ ̱ ἶ ǵ֞ǘЊȓ 

ǀᶫ ǁ 

図書館の仕事を体験することにより、さらに本や図書館への親しみを持つ

ことができるようなプログラムを組み、児童・生徒を受け入れます。 

①小学校高学年～中学校３年生までの児童・生徒を募集し、「夏休みジュ

ニアスタッフ」として図書館の仕事を体験する事業を継続して実施しま

す。子どもたちが魅力を感じ、参加したくなるようなプログラムを検討

します。  

②中学生の職業体験を受け入れ、図書館の仕事を体験する機会をつくりま

す。 

 

ᾛʴἶ ǵ Ҳ ǵǦȈǵ ̏ǵ ρ  

Ѓ ɵἶ ȭɧɔǲǑǘȒᶫ ǵϹὕ 

ǀЃ Ʋἶ ȭɧɔƲᶫ ǁ 

小中学生が身近なところで本と親しむために、児童館・学童クラブでの図

書の充実を図ります。 

①児童館では、図書の充実を図るため、図書費を確保するよう努め、計画

的に図書を購入します。 

②図書館では、学童クラブへ移動図書館（ひまわり号）による団体貸出を

行います。 

 

ἶ ᶫ ǵ ǵϹὕ 

ǀἶ Ʋᾛʴἶ Ʋ∂ҵ ǁ 

小中学生が身近なところで本と親しむために、学校図書館の蔵書の充実を

図ります。 

①課題の発見と解決に向けて主体的・協働的に学ぶ学習に対応できるよう
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な蔵書構成に努めます。また、調べ学習における図書とインターネット

との機能の使い分けにも注意します。 

②図書の更新・補充のための選書や除籍の基準を検討します。 

 

ἶ ᶫ ǵ ȵȷɄɞǵ  

ǀᾛʴἶ Ʋἶ Ʋᶫ ǁ 

電算システムの運用により、貸出し・返却・予約・統計・蔵書点検等の業

務を円滑に行います。 

①市立図書館は、司書教諭18、学校司書19や市政（学校図書館）協力員20等

への操作研修を実施します。 

②学校は、学校図書館の運営に各種統計を参照するため、分類等の共通化

に努めます。 

③学校と市立図書館は、電算システム上の掲示板を、各学校図書館及び市

立図書館との情報共有に活用します。 

 

ἶ ᶫ ρǵϹὕ 

ǀ∂ҵ Ʋᾛʴἶ Ʋἶ ǁ 

学校図書館が、児童・生徒が親しみやすく、学習や読書に役立つ場所であ

るための環境整備を図ります。 

①空間の確保、椅子・本棚等の不足や老朽化への対応に努めます。 

②児童への読み聞かせ充実のための備品の整備、生徒が集中して学習でき

る机の配置等、学校図書館に必要な機能の整備を検討します。 

 

ֶ ʹ̝ǵ σ 

ǀᾛʴἶ Ʋἶ ǁ 

学校図書館の運営に欠かせない司書教諭の能力向上に取り組みます。 

①司書教諭が、学校図書館の運営に必要な能力を身に付けられるよう、研

修会を引き続き開催します。 

②業務を円滑に行うための、学校図書館の運営のガイドラインを作成します。 

 

                                                   
18 司書教諭：学校図書館法では、学校図書館の専門的職務を担う教員として、「司書教

諭」を学校に置くこととしている。（学級数が合計 12 学級以上の学校には、必ず司書

教諭を置かなければならない） 
19 学校司書：専ら学校図書館の職務に従事する学校事務職員のこと。 
20 市政（学校図書館）協力員：図書の整理整頓、貸出し・返却等の業務を補助するため

平成 15 年（2003 年）より日野市の各学校に配置された。任用は「市政（学校図書

館）協力員実施要項」に基づき各学校長が行っている。 
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⁸ ἶ ᶫ ӲҘᴣǵЛ Ǳ ̱Ѱ֗Ǻὕҵ ʹǵὕ  

ǀᾛʴἶ Ʋἶ ǁ 

学校図書館の運営が円滑に行われるよう、市政（学校図書館）協力員と司

書教諭の連絡体制を整備するとともに実務に必要な研修を引き続き実施し

ます。 

①学校長・司書教諭等は、市政（学校図書館）協力員と協力し、学校図書

館の業務が円滑に行われるよう努めます。 

②学校図書館業務を行うために必要なことを学べるよう、研修を行います。 

 

ἶ ֶ ǵǉȑ ǵ  

ǀᾛʴἶ Ʋἶ ǁ 

平成 27年(2015 年) ４月から学校図書館法の一部を改正する法律が施行さ

れたことを受け、平成 31年（2019年）４月より市内３校（小学校２校、中

学校１校）に学校司書が配置されました。 

①学校長・司書教諭等は、学校司書と協力し、学校図書館の業務が円滑に

行われるよう努めます。 

②学校図書館に専任職員がいることによる効果を検証しながら、市内全小

中学校への学校司書の配置を目指します。 

 

ᶫ ǲǑǘȒᾛʴἶ ׄǘ ǵϹὕ 

ǀᶫ ǁ 

小中学生が市立図書館で本と親しみ、本を通じて学ぶことができるよう、

資料の充実を図ります。 

①小中学生向けの資料について、新しく出版された本から適切なものを選

書するとともに、長く読み継がれている本を必要に応じて更新・補充し

ます。 

②小中学生の様々な興味に応えられるよう、各分野の資料を揃えます。 

③自分たちの住むまちを学ぶための資料は、積極的に収集します。 

 

ἶ ᶫ ǵ  

ǀᶫ ǁ 

小中学生が身近な学校図書館で本と親しみ、学習することができるよう、

学校図書館を支援します。 

①市立図書館から学校への搬送便を引き続き運行し、教師から要望のあっ

た学習用資料の貸出しを行います。 
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②読みもののセット「本の森21」の小学校への配本を継続します。 

③要望により、小学校４年生の国語科において、出張点字授業を行います。 

④読書活動の実践に役立つ講座・講演会や、学校図書館の選書の参考とな

る児童・生徒向け新刊図書のミニ展示会を開催します。 

 

10 ἶ ᶫ ǯ⁸ ᶫ ǵ ḸВ  

ǀᾛʴἶ Ʋἶ Ʋᶫ ǁ 

小中学生の読書活動の推進を図るため、学校図書館と市立図書館は情報を

共有します。 

①司書教諭連絡会に市立図書館職員が参加し、情報共有を行います。 

②市立図書館は、学校へ貸出した資料のリスト等、学習に有効な資料の情

報を提供します。 

③学校図書館は、市立図書館が学校へ貸出した資料や、「本の森」として配

本した読みものの利用状況を伝えます。 

 

11 Ѓ ׄǘəɶɞɘɶȶǵ  

ǀᶫ ǁ 

児童が、図書館のホームページを活用して、本や図書館に親しむことがで

きるよう、児童向けホームページをわかりやすいものに更新します。 

①児童が自分で図書館の蔵書検索をしやすく、図書館からのおしらせも分

かりやすいものに更新していきます。 

②自分たちの住むまちを学ぶための情報を掲載します。 

 

12 ѝǦǨǵ̮ȇȅǨș ǖ ǠȒǦȈǵ  

ǀ ᶽ Ʋ ȹɱȽɶƲᾛʴἶ Ʋἶ Ʋᶫ ǁ 

児童・生徒向けの地域学習のための資料を作成します。 

①郷土資料館では、企画展やパネル展を実施し、記録資料を残します。 

②学校・郷土資料館・新選組のふるさと歴史館・図書館・教育センター

の連携による郷土教育推進研究委員会では、自分たちの住むまちを学 

び、ふるさとに対する理解を深める等の期待される効果実現のため、

資料を活用した指導方法の研究を引き続き行います。 

③児童・生徒が調べ作成した資料を活用します。 

④図書館では、児童向けホームページにおいて、自分たちの住むまちを学

ぶための情報を掲載します。 

                                                   
21 本の森：身近な場所で本に出あえるよう、読みものが中心の本のセットを図書館から

学校に団体貸出する事業。学期ごとに本の入れ替えを行っている。 
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⑤「日野宿発見隊22」等で行っている、子どもが自分たちの住むまちを知

るための資料作成の支援を行います。 

 

13 Ѓ ɵ ♪ǯǤǵͪ ǵɉɶȸǲꜘǟǦ Ҳǵ  

ǀ Ʋβ∆ Ʋἧǰȉὤ↨ ȹɱȽɶƲᶫ ǁ 

特別な支援を必要とする児童・生徒とその保護者へ、それぞれのニーズに

応じた読書活動の支援を行います。 

①エール（日野市発達・教育支援センター）では、子どもたちが待合スペ

ースで手に取れるように本を置くとともに、移動図書館（ひまわり号）

による団体貸出も利用します。また、保護者への支援となるような資料

を紹介します。 

②健康課及び子ども家庭支援センターでは、必要に応じて図書館の利用を

案内します。 

③図書館では、各館に点字絵本コーナーを設置するとともに、音声デイジ

ー図書、マルチメディアデイジーやバリアフリー絵本、ＬＬブック等を

収集し、提供します。また、保護者への読書相談や保護者向け資料の収

集・提供に努めます。 

④図書館では、特別支援学級（固定学級のみ）に「本の森」の配本を行い

ます。 

⑤図書館では、特別支援学級の来館に対応するとともに、特別な支援を必

要とする児童・生徒の職業体験学習等を受け入れます。 

 

14 ᾛʴἶ ǵ Ҳǵ  

 ǀᶫ ǁ 

  日野市の小中学生の読書活動を毎年調査することによって現状を把握し、

読書活動推進を図る取り組みの成果を検証します。 

①市立小学校４年生から６年生及び市立中学校１年生から３年生を対象

に、毎年６月、前月１か月間に読んだ本の冊数等の読書活動の状況を調

査します。 

②読書調査の結果を検証し、小中学生の読書活動推進を図る取り組みを見

直していきます。 

 

                                                   
22 日野宿発見隊：まち歩き等を通じて、「日野宿」の歴史・自然・文化等をさまざまな

角度から再発見し、収集した資料等を記録・活用することで、地域の魅力発信と地域

の活性化につなげている市民団体。日野図書館が事務局となり支援している。 
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ᾜ₴ Ҳ  

青少年の読書活動においては、高校生や社会人等になった子どもたちが、

これからの進学や就職に向けて考えたり、自分の生き方を見つめたりするた

めにも、本を活用することが望まれます。また、同世代とつながる活動や、

周囲へ発信する活動を推進します。 

 

ᾜ₴ǵ Ҳ 

Ѓ ǲǑǘȒ Ҳ 

ǀЃ ǁ 

児童館では、子どもたちが中心となって取り組む中高生を対象とした事業

を行います。 

①基幹型児童館を中心に、図書館からの配本を利用し、青少年向けの本の

コーナーを設置する等、各児童館の特色を活かした環境づくりをします。 

②図書館の「日野ヤングスタッフ23」（※p. 57事例紹介参照）と協働した読書

活動を支援します。 

   ③児童館の図書費から高校生向けの資料を選書し購入します。 

 

ɢɱȮȱɶɈɶǵϹὕ 

ǀᶫ ǁ 

子どもから大人へと向かう時期に、様々な分野へ興味・関心を広げられる

よう、青少年向けのコーナーを充実させます。 

①青少年向けの資料を揃えた「ヤングコーナー」の資料の充実を図り、設

置館の拡大も検討します。 

②「日野ヤングスタッフ」による「ヤングスタッフ展示コーナー」を、同

世代に向けての本の情報発信の場として充実させます。 

 

ɢɱȮȷȽɁɓǵЏҹɵ Ҳ  

ǀᶫ ǁ 

青少年が、本と親しみ、同世代と本について語り合い、本の魅力を発信す

る活動を支援します。 

①概ね 15 歳～24 歳を対象に、本の魅力を同世代に発信する青少年の読書

活動グループ「日野ヤングスタッフ」を公募し、「同世代の読者に向けた

                                                   
23 日野ヤングスタッフ：日野市在住・在学・在勤の、高校生・大学生世代の青少年で構

成されたスタッフのこと。同年代の人々に向けて、図書館や読書の魅力を発信するた

め、様々なイベント等を企画している。 
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図書情報の発信」「テーマに沿った図書の展示や読書会」等の企画を立

て、様々な読書活動を展開します。 

②「日野ヤングスタッフ」の活動の拠点づくりを検討します。 

 

ᾜ₴ǵ Ҳ ǵǦȈǵ ̏ǵ ρ 

⁸К ἶ ǯ⁸ ᶫ ǵ  

ǀᶫ ǁ 

高等学校では、市外から通う生徒も多いため、まず日野市の図書館につい

て知る機会をつくり、連携のあり方を検討します。 

①市内の高等学校へ、市立図書館の利用案内を配布します。 

②市内の高等学校へ、「日野ヤングスタッフ」の募集のお知らせや、「日野

ヤングスタッフ」の作成した本のリストを配布します。 

③市内高等学校との連携のあり方を検討します。 
 

ᾜ₴ׄǘəɶɞɘɶȶǵὑ Ǳ  

ǀᶫ ǁ 

青少年向けの資料を揃えたヤングコーナーを、インターネットを通じて体

験してもらえるよう、青少年向けのホームページを定期的に更新します。 

①青少年向けの本の紹介をします。 

②同世代である「日野ヤングスタッフ」の活動を紹介します。 
 

ᾜ₴ǯǤǵͪ ǵɉɶȸǲꜘǟǦ Ҳǵ  

ǀ Ʋβ∆ Ʋἧǰȉὤ↨ ȹɱȽɶƲᶫ ǁ 

特別な支援を必要とする青少年とその保護者へ、それぞれのニーズに応じ

た読書活動の支援を行います。 

①エール（日野市発達・教育支援センター）では、子どもたちが待合スペ

ースで手に取れるように本を置くとともに、移動図書館（ひまわり号）

による団体貸出を利用します。また保護者への支援となるような資料を

紹介します。 

②健康課及び子ども家庭支援センターでは、必要に応じて図書館の利用を

案内します。 

③図書館では、活字を読むことが困難な青少年に、各々のニーズに応じて

読むことを可能にする方法（点訳、音訳、大活字本等）で資料を作成・

提供します。 

④図書館では、特別支援学級の来館に対応するとともに、特別な支援を必

要とする生徒の職業体験学習等を受け入れます。 
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᷂Ḣ Ҳ  

子どもの読書活動の推進には、地域において、読書が子どもの成長に欠か

すことのできないものであることを理解し、子どもと本をつなぐ活動に携わ

る多くの人の力が必要です。地域の活動が連携すること、活動に携わる人を

育成することを目指します。 

 

᷂ḢǮ ҲǠȒὤ↨ ↕ɵ᷂Ḣ ↕ǵ  

ǀᶫ ǁ 

個人やグループで運営し、子どもたちに本の紹介や貸出し等を行う家庭文

庫や地域文庫への支援を行います。 

①家庭文庫・地域文庫への図書の貸出し等、その活動を支援します。 

②家庭文庫・地域文庫の活動を把握し、近隣の子どもや保護者に紹介しま

す。 

 

᷂ḢǮ ҲǠȒɚɧɱɄȡȠᶧ̱ǯǵ  

ǀᶫ ǁ 

地域で子どもへの読み聞かせやストーリーテリング等の読書活動に取り

組んでいるボランティア団体との連携を図ります。 

①地域のボランティア団体と情報を共有し、図書館と、または団体同士が連

携できるよう、定期的に「子どもの読書活動に関するボランティア懇談

会」を開催します。 

 

ἧǰȉǯ șǫǱǗ Ҳǲ ȖȒ˲ǵ  

ǀᶫ ǁ 

子どもがより身近なところで本と出あえる機会をつくるため、地域におい

て、子どもと本をつなぐ活動に携わる人を育成します。 

①子どもの読書に関心のある方を対象に、「絵本読み聞かせ入門講座24」（※

p.22 参照）を実施します。 

②地域で活動するボランティア団体・個人の活動内容等を図書館ホームペ

ージに掲載し、活動を支援します。 

 

 

                                                   
24 絵本読み聞かせ入門講座：読み聞かせに興味のある方を対象とした初心者向けの講座と

して、図書館が実施。 図書館員が、集団に対する読み聞かせの仕方、本の選び方、参

考図書の紹介などを行う。 お互いに絵本を読みあう実習の時間を設けている。 
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ἧǰȉǵ ǲ ǠȒ ↔ ǵὕ  

ǀʴẔЏ Ʋ ᶽ Ʋᶫ ǁ 

子どもの読書に関して、市民の要望に応えた講座や講演会を実施します。 

①中央公民館では、図書館と連携して「絵本作り講座」など、親子で参加

できる講座や、大人に向けた子どもの読書に関わる講座を実施します。 

②図書館では、子どもに関わる施設や中央公民館・郷土資料館等と連携し、

市民の要望に応えた講座・講演会を実施します。 

 

֗ ᵃ  

子どもにとって読書は、言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造力

を豊かなものにし、人生をより深く生きる力を身に付けていく上で欠くこと

のできないものです。このような子どもの読書活動の大切さについて、広く

市民の関心と理解を深めるために、普及・啓発を図ります。 

 

Ƽἧǰȉ ǵ ƽǲֻȖǢǦȢɗɱɆǵ σ 

ǀᶫ ǁ 

子どもの読書活動の大切さについて、広く市民の関心と理解を深めるため、

国の定めた「子ども読書の日」の趣旨にふさわしいイベントを引き続き開催

します。 

①「子ども読書の日」である４月 23 日にちなみ、子どもの読書に関する

イベントを開催します。 

 

ἧǰȉǯ șǫǱǗ Ҳǲ ȖȒ˲ǵ П  

ǀᶫ ǁ 

子どもがより身近で本と出あえる機会をつくるため、地域において、子ど

もと本をつなぐ活動に携わる人を育成します。 

①子どもの読書に関心のある方を対象に、「絵本読み聞かせ入門講座」を

実施します。 

②地域で活動するボランティア団体・個人の活動内容等を図書館ホームペ

ージに掲載し、情報を公開します。 

 

ὤ↨ǲǑǘȒ Ҳǵ Ẳ 

ǀᶫ ǁ 

子どもの読書活動を習慣付けるためには、乳幼児期をはじめとして、最も

身近な場所である家庭で本に親しむことが有効です。家庭における読書を推
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奨します。 

①乳幼児の保護者に向けて、図書館の利用案内を作成し、配布します。 

②これまで発行してきた「おすすめ本のリスト」のほかに、絵本から読み

ものへの橋渡しとなる、幼年文学のおすすめ図書リストを作成し、保護

者の本選びの参考となるよう配布、図書館ホームページに掲載します。 

③読み聞かせに向く絵本のリストを作成し配布します。 

④「読書パスポート」の、子どもの成長記録としての利点を積極的にＰＲ

し、家庭での読書を楽しめるよう働きかけます。 

⑤「絵本読み聞かせ入門講座」等の講座・講演会を実施します。 
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Ҳ˗͈ ˺ 

ˎ℗Ѓǵ Ҳ˗͈ ˺ 

ǚȓǒȐɜɜɏɏǲǱȒ ǿ 
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ȉẉǖǱǪǭǔǭǑȑȅǠƳ 

 

ɜɜɵɏɏȭɧȷǵͪβȱɶȷǮǶƲὕ

ǲᶫ ǵ ᴣǲȏȒ Ȇ ǒǢșὕ

ǞǭǋȅǠƳⱲ᷂ȏǋṶǯ ǮƲẎ˲

ȉ╠ǔ ȅȓȅǠƳɜɜǧǘǮǱǖƲɏɏ

ǵ֓қȉǑ♅ǨǞǭǑȑȅǠƳ 

ȅǦƲʟ ǮǶǑǶǱǞ̝ȉ σǞǭ

ǋȅǠǵǮƲǑἧǜȚǯʝ ǲǣǹ֓қș

ǞǭȆǭǖǧǜǋƳ 

 

ҘǶ ǨȊȚǵǚȔǒȐ ǞǭǋȒǯ ȖȓǭǋȅǠƳǑ ǵ ǨȊ

Țǲ ǞǒǘǦȑƲ ǵ Ȇ ǒǢș ǞǭƲ ǨȊȚǯǵȱɝɣɉȯɶȵɥ

ɱǲǫǱǓȒǚǯș ǪǭǋȅǠƳ 

 

ȅǦƲᶫ Ǯ ǪǭǋȒ ǵ ˺ȱɶ

Ɉɶș ǘƲὕ ǲ ǲ֝ȒǚǯȉǮǔ

ȅǠƳἧǰȉׄǘǵ ǧǘǮǱǖƲ̂׀ǘ

ȋếỷɵ ỷ ǵ ƲCD Ǳǰ ȉ

ὰǲǉȑȅǠƳếỪʴǒȐ̓ǏȒȉǵ

ȉǦǖǜȚǉȒǵǮƲǣǹᶫ ș

ǞǭȆǭǖǧǜǋƳ ǵ ˺ȱɶɈɶ  

ɜɜɵɏɏȭɧȷ֞̂  

Ȇ ǒǢǵ ἧ  
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ͪ ᶸǵ Ҳ˗͈ ˺ 

Ǒ ẎẺǔƲ ẎẺǔ  
⁸ ͪ ᶸǵ Ҳ   

ǀǑǶǱǞ̝ǁ 

Ƽ ǑǶǱǞǵ̝ƽǵ ȋɚɧɱɄ

ȡȠǵ ǦǨǲͪ ᶸǮƲ4ɵ5 Ѓʴ

Ⱳǲ ȋ ǵ Ȇ ǒǢșǞǭǋ

ǦǧǔȅǠƳ 

ἧǰȉǦǨǶǑǶǱǞș ǔǱǓȐƲ

ǲ ǋƲ ǲﬞǓǪǦȑǞǭǑǶǱǞ

ǵ ǜș ǟƲǑǶǱǞǵʫ ǲ Ǫ

ǭǋȅǠƳ 

ǀ ǵʴǲ Țǧ ǁ 

ͪ ᶸ ǵʴǮǋǫǮȉ ǲǉȒ

ƳἧǰȉǦǨǶƲ ǲ ș ȚǮǶƲ

Ẏ˲ǲ ȚǮȉȐǪǦȑƲ ѝǮ ǞȚǧ

ȑƲ֘ ǯ ǞȚǧȑ ǵʝ ǵȏǍǲ

ș ǞȚǮǋȅǠƳ 

ᶸǲȏǪǭǶƲǤǵ ș᷂Ḣǵ ǲȉ

ǞȚǮȉȐǑǍǯƼ ↕ƽǯǞǭ Ǟ

ǭǋȒǯǚȔȉǉȑȅǠƳ 

 

ǀȆȚǱẎẺǔǹȅȖȑֵǁ 

șȫɧȫɧǯ ǒǢǱǓȐ ǓǦǖǜ

ȚʱȚǮǋȒɎȷǲˆȑ ȇἧǰȉ Ƴ 

ɎȷǵʴǲƲ ѝẺȆǵ ș ǫǘǯ

ǭȉǍȓǞǤǍǮǠƳ 

ΕȑǦ♥Ƕ ѝǮ ȒǵǶȉǨȔȚǮǠ

ǓƲ֘ ǯ ǢֻǋǪǚșǞǦȑƲʝ ǲ

ǦȑǞǭВ ǞǱǓȐ ǞȚǮǋȅǠƳ

ǲᶫ Ǔ ǋͪ ᶸǶƲ Ҳᶫ ǹ

ȅȖȑֵ ș ǞȆǲǞǭǋȅǠƳ 

ǋǫǮȉ ǲ ǲ ȓȐȓȒ ṑșẎўǲǞǦǋǯדǋȅǠƳ 
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℗ ᶸǵ Ҳ˗͈ ˺ 

ǋȔǋȔǱ˲ǦǨǲȏȒ Ȇ ǒǢǵ Ҳ 
⁸ ℗ ᶸǵ Ҳ   

 

⁸ ℗ ᶸ 4 ᶸǮǶƲᶸКǵ ̑ǮǶǱǋϼ ȋ᷂Ḣǵ ǵӲҘȉ♬

ǭ Ȇ ǒǢ Ҳș ǪǭǋȅǠƳ Ȇ ǓẀȖȒǯ ǪǭǋȒǑ Ǯȉ

ǓẀȖȑƲǑ ǲ ǦǱ ǓǉǪǦȑƲ ƵǱ ǲїǉǏǦȑǠȒ

̝ǯǱǪǭǋȅǠƳǤǞǭƲǚǵїǉǋǶ Ȇ ǒǢǧǘǮǶǱǖƲἧǰȉ

ȐǓ ǲǠȒ ǵʫ ǵⅎǓȑǲȉǫǱǓǪǭǋȅǠƳ 

 

ἧǰȉǦǨǵ֚ꜘșǑ ǜȚ Ǔ

ǟȐȓȒǵǮƲ ǵ ǜƲ Ȇ ǒǢȒ

ǞǜșװȖǪǭǋȅǠƳֺὤ↨ǮȉƲ

ș ǟǭἧǰȉǯ ȖȒ ǜǲ ̂ǔƲ

ǲ ǞȏǍǯǠȒỡǲ ǓǪǭǋȅǠƳ

ǀ ˘℗ ᶸǁ 

ᶫ ǲǶ℗ ᶸǵ̲Ίȉǵ ǓǉȑƲ

ǖǯȖǖȖǖǞȅǠƳ Ȇ ǒǢǞǭ ǖ

ǯ ǵʫ ǲ╠ǔ ȅȓǭǋǔȅǠƳ Ȇ

ǔǒǢǵ ȋ ѝǮ ǫǘǦ ș℗ ᶸ

Ǯȉ ǠỡǓǉȑƲ ǲ ǞȆșȉǫǔǪ

ǒǘǲǱǪǭǋȅǠƳǀ ᶤ℗ ᶸǁ 

Ȇ ǒǢȳɶȭɩƼ ǧǋǚȚƽǵ Ǔ

ᶥƲ ǵ Ȇ ǒǢȋ șǞǭǖǧ

ǜǪǭǋȅǠƳἳ ȋ ˗Ʋ Ⱳ ǵ Ǯ

ȚǮǖǧǜǪǦǑ ǶƲἧǰȉǦǨǓ Ƶ

Ǳ ș ǟȒ ̝ǲǱǪǭǋȅǠƳ 

ǀ ˜℗ ᶸǁ 

ᶸǵ ȱɶɈɶǲǶ ᾱȉǦǖǜȚǉ

ȑȅǠƳǤǵƼ ș ҧ ǠȒƽƼᶸКǵ

ƵǱϼ ǵ Ȇ ǒǢǲ ȓȒƽǯǋǍ 2

ǵǴȐǋǮƲӫ♥ǵǹǯ ƼǑ ǞȽȢɞƽ

ǲɓɨɶ ǯᶸ Ǔ˧̈Ǯ Ȇ ǒǢș

ǪǭǋȅǠƳǀ ʟ℗ ᶸǁ 
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Ȧɶɩǵ Ҳ˗͈ ˺ 

ᾜǞ ȓǦḹǮƲ ǦǱ ǯїǉǍ ̝ș  
Ȧɶɩ ⁸ ɵ ȹɱȽɶ ǵ Ҳ   

 

♅ֻȷɘɶȷǵƼᶫ ȱɶɈɶƽ  

Ȧɶɩǵ♅ֻȷɘɶȷǲǶƲʟ ȱɶɈɶǓ

ǉȑȅǠƳʝ˲ǮǟǪǖȑ ȚǧȑƲǔȎǍǧ

ǋǮʝ ǲ ǦȑƲǑὤǵ˲ǲ ȚǮȉȐǪǦ

ȑĢƳ₴ ȋἧǰȉǵ ǲȏǪǭװ ǲ ȓֻ

ǍỡǶ ƵǮǠƳͪ ׄǘǵ ȋ ȉ

ǞƲ їǞȉǞǭǋȅǠƳἧǰȉǵ Ǩǲǫ

ǋǭǵ ǵѫ ǓẉǋȏǍǮǠƳ 

ᶫ ǵᶧ̱ їǵ  

℗Ѓȭɧȷǵͪ ֓қ ˗ǮƲƼ

ɏɁȭǵ їȱɶɈɶƽș ǘȅǞǦƳȖ

ǓἧǓ Țǧȉǵș ǭƼ ẆǱȉǵș

ȚǮ ǔȅǞǦƽǯǋǍͪ ȉ

ȖǓἧǵẺȆș Ȓ ̝ǲȉǱǪǦȏǍ

ǮǞǦƳ 

℗ЃȮɩɶɕ ἧȋ℗Ѓȭɧȷǵἧǰȉǲ Ҳᶫ ǹȅȖȑֵ ǵ

ș їǞȅǞǦƳ ѝǮ ǺƲΕȑǭ ǤǍǱἧƲȦɶɩǲǱǋ ǲᵗǽἧ

ǱǰĢƳͪ ǲȉ ѝǓ ȆǦǋ șΕȑǭȉȐǋȅǞǦƳ 

ǵ Ȇ ǒǢ  

℗ЃȮɩɶɕȋȭɧȷǮǶ ǵ Ȇ ǒǢșǞ

ǭǋȅǠƳ ȋɛɶȸș ̧ǱǓȐ ǞȚǧȑƲ

ἧǮᾜǞȂǪǯǞ 

ǦȑĢƳƼǚȓǶ

ׅǓΕȑǦ ǮǠƽ

ǯ ˺ǞƲ Ҳᶫ

ǹȅȖȑֵ ǵ

ș Ȇ ǒǢȒ

ȭɧȷȉǉȑȅǞ

ǦƳ 

ɏɁȭǵ їȱɶɈɶ 

♅ֻȷɘɶȷǵ ἧ 

ǀ‼ɵʣǁ Ҳᶫ  

ǹȅȖȑֵ їǞǵ ἧ 
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ᾛἶ ǵ Ҳ˗͈ ˺ 

ȆȚǱǮƲ ǯǼȓǉǋƲ ǯ Ǟȇ Ҳ 
̎ ᾛἶ ǵ Ҳ   

 ̎ ᾛἶ ǮǶƲЃ ǲ ǵ ș ǲ̂ǘǜǢƲ ǵ ǞǜȋǑȉ

ǞȔǜș ǞǭȉȐǍǚǯșǴȐǋǲƲ ǯ ǲֺ˘ ǵ ș

ὑǞǭǋȅǠƳ 

 ǵ ǮǶƲŪ ǵ ѝ ƲūǼȓǉǋ ͪ Ǔἧǰȉ

ǯʝ ǲ ǞǦȑƲ Ȇ ǒǢǞǦȑƲֿǟ ș ȚǮ ȋǉȐǠǟș

ǞֻǪǦȑǠȒ Ҳ ƲŬ ǵ їǞН ǵṔқ НȅǮ Ʋŭᶫ Ỗᴣ̝

ǲȏȒƲǑǠǠȈǵ ǵɛȷȽɶǵ̸ ɵ ǯ 1Ʋ2 ₴ ֺ ὙǮǵ Ȇ

ǒǢǲ֝ȑ ȚǮǋȅǠƳ 

 ǵ ǮǶƲ ǵŪƲūƲŬǵ֝ȑ Ȇ̊Ẇǲŭǲ̈ȖǪǭƲŮᶫ

Ỗᴣ̝ǲȏȒ ͛ ЋЃ ǓƲ֘ ȋϼ ǲƼǶǓǔƽǵ◐╛ǮƲ ǵ

˺șǠȒƳᶫ Ỗᴣ̝ǶƲƼǶǓǔƽǵ ǔ ǵ ȋ ƲȷȽɱɕ ǵ

˿˗șǠȒ ǵ Ҳǲ֝ȑ ȚǮǋȅǠƳǶǓǔǲȏȒ ǵ ˺șǔǪǒǘ

ǲǞǭƲ ˗șȉȐǏȒǚǯǮƲ Ǟǋ˧ ǓǮǔǭǋȅǠƳ 

 ȅǦƲ₴ ș ǞǭƲʟ ӲҘᴣǵ ǓƼǑǠǠȈ ȋ Ѡ ǵ ˺ƽș

ǞǦƼᶫ ͛ȑƽș ǞǭǋȅǠƳȅǦƲ ȭȢȸș̸ ǞƲɐɱɆǲ

ǱȒ ș ˺ǠȒǚǯș ǞǭƲ ǲȏȑ Ǟȇ֝ȑ ȆȉǞǭǋȅǠƳ̀

ǲȉƲἳ ǲֻȖǢǦ ǵ᾽ ȋ їǞƲ ԁǵǑ ̟ǋșǞǭǋȅǠƳ 

 ᴣǶƲֺ ἶ₴ Нǡǫ ᶫ ș ǺƲʟ Ὑǵ ǲ ǞƲЃ ǵ

ǿǵ ș ȈǦȑƲ ǵ₦șⅎǙǦȑǠȒȏǍǲ֝ȑ ȚǮǋȅǠƳ 

ǜȐǲƲͪ ǲȏȒֺἶ ǮǵƼ Ȇ ǒǢƽȉὕ ǞǭǋȅǠƳ 

ǚȓǒȐȉƲ ǲ ǞȅǢƲ ẺǔǵЃ ș ǭǭǋǔǦǋǯדǋȅǠƳ 

 

 

 

 

 

 

 

 

ͪ ǲȏȒ Ȇ ǒǢ    ᶫ ỖᴣЃ ǲȏȒ Ȇ ǒǢ  
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ᾛἶ ǵ Ҳ˗͈ ˺ 

ǯ֘ǧǨƲ֘ǧǨǵ ǯȉ ֘ǧǨǲ  

Ўᾛἶ ǵ Ҳ    

 ֺἶ ǲ ȖȓȒ ǮǶƲЋЃ Ǔ 8 25 ѝǒȐ ș

ỒȈȅǠƳȖǡǒ 10 ѝ ǮǠǓƲᶫ Ỗᴣ̝Ǔֺἶ ǲїׄǔƲ ӱѼǮ

ǒǲ ȆỒȈȒǯƲ ǯ ȆỒȈȒ ǓǫǋǭǑȑƲ Ћ̱Ǔ ȅ

ȑ ȑƲЃ ʝ˲ʝ˲Ǔ ǲǹǦǪǭǋȒ ἧǓȖǒȑȅǠƳ ǶƲ

ǵ ǬǘǧǘǮǱǖƲ Ǩ ǋǭ șȷȽɶɆǜǢȒҧ ǓǉȑȅǠƳ 

 ǵ Ȇ ǒǢǮǶƲǑҞǘǞȏǍ

ș ǟƲͪ ǵȆǱǜȅȋ᷂ḢǵȆǱǜ

ȅǲǛӲҘșǋǦǧǋǭǋȅǠƳǛẉ ǵʴ

ǧǯǶדǋȅǠǓƲ ǒȐǛ ǋǦǧǔ

ȅǠƳͪ ǵ ǶȉǨȔȚƲ᷂ Ḣǵ ƵǓ

₴ǔǭǖǧǜǋȅǠƳ Ȇ ǒǢǶƲʝ˲

ȆǯǶ Ǎ ǞǜƲⱲ᷂ȏǜșװȖǍǚǯ

ǓǮǔȒ ǱǹǯǯǔǮǠƳ 

 ᶫ Ỗᴣ̝ǮǶƲ Ǯ Ȇ ǒǢǲ

їׄǖǧǘǮǱǖƲ ǲ ǞȚǮȉȐǍǦȈ

ǵ ҲǯǞǭƲȷȽɱɕɧɨɶșǞǦȑƲỖ

ᴣ̝ ǮǶ ǲ ǞȚǮȉȐǏȒȏǍǱК

ὦș Ǐǭ ͬǞǦȑǞǭǋȅǠƳᶫ Ỗᴣ

̝ǵȢɗɱɆ ǲǶƲᶫ ὙǓǋǫȉȏȑ

ȖǋƲἧǰȉǦǨǓ șǠȒỡǓṔǏȅǠƳ 

 ἶ ͬǮƲȭɧȷǵͪ Ǔ ȚǮǖȓ

Ǧ ș ˺ǞȅǠƳ 

͈ ƷƷǜȚ ƼǺȚȃǍǓȆǜȅ ǑǷǘ

ǵǶǱǞ ƽ Ǔ ȆǦǖǭƲ₴ǓẀȖ

ȒẎ ǵ șדȚǮǋȒȉǵș ǺȅǞ

ǦƳǦȈֿכǷǒȑǫǋǭǋȒǯƲ ǵ ǲǶ

ǙȐȓǭ ˃ ǞǒǚǱǋǒȉ  

ͪ ǵ ǵ Ȇ ǒǢɌɶɆǒȐ Ǟ

ǭ ǞȅǠƳὤ↨Ǯȉ ǲ ǞȚǮȉȐ

ǋǦǋ ǨǮ ǞǭǋȅǠƳ 

ͪ ǲȏȒ Ȇ ǒǢ  

ᶫ Ỗᴣ̝ ȷȽɱɕɧɨɶ  

ϷЎᾛǵϼ Ǔ 

̸ǪǭǖǧǜǪǦ ᾶ  
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ᾛἶ ǵ Ҳ˗͈ ˺ 

ǋǫǮȉ ș ǲ֝ȓȒ ṑș 
ʟ ᾛἶ ǉǑǥȐἶ ǵ Ҳ   

 

ǉǑǥȐἶ ǶЃ 17 ǵ׀ ѩ ἶ ǮǠƳˆȑ ǓẺǔǧǪǦȑƲ

ǓẺǔǧǪǦȑƲὂὐǲ ǓǉǪǦȑĢἧǰȉǦǨǵװ װ Ⱳǵ

ǉȒ șʴⱲǲƲἶ ǲ ǞǦ ș ǞƲǋǫǮȉ ș ǲ֝ȑƲ ȓȐ

ȓȒ ṑș̸ǪǭǋȅǠƳ 

 

 ǲ ȓȒ ̝ǯǞǭǶ 

  Ū ǵ ǵ̝ȋ ǵᾚЊǮǵ Ȇ ǒǢ 

  ū ♥ǵ ̜Ȇǵ ǲ   

  Ŭᶫ ὙǮ șΕȑȒ 

  ŭᶫ Ỗᴣʺσǵ ₴ ᶥ  

ǱǰǓǉȑȅǠƳ 

 

 

 

 Ƕ ʝ ǋ ᶫ ǿ ǔƲ 

ȚǮǋȅǠƳ ₴ ǲǶǹȐǓǱȋȩȽȩɈǵү▌ǲǱȑǤǍǱ Ʋʟ ǵ

ẺǔǱ ɵ ₴ ǲǶ ƵǱᶫ Ʋ ₴ ̊ʣǲǶȉǵǓǦȑǵ șʴⱲǲƲ

ἧǰȉǦǨǵǚǯș ǏǱǓȐ ș ȚǮǋȅǠƳ 

 

 ǲǉǑǥȐἶ ǵἧǰȉǦǨǶȵɨɶȸȉǵǓẺǔǮƲ Ǟǋȵɨɶȸ

ǵ Ǔ ȈȒǚǯșⱲ♅ǨǲǞǭǑȑƲ̀ ǲȉֿǟ̸ ǵ ǱǰƲ ǘǭ Ȉ

Ȓ ȉ ȚǮǋȅǠƳ 
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ʴἶ ǵ Ҳ˗͈ ˺ 

ǢǋǰǖǍ ǰ ǖ

 ǋǭȆȏǍ ǵ  
ᶤʴἶ ǵ Ҳ   

 ǵ ǲǹǪǤȑǯǉȒƲ ᶤʴἶ ǵᶫ ƳⱲ᷂ȏǋ Ǔ

ȓƲʟ Ỗᴣǵ ♪ǦǨǲȏǪǭἳ Ǜǯǵ ǓǜȓƲ Ǩ ǋǦ Ǯ

♪Ƕדǋדǋǵ ș ǛǞǭǋȅǠƳ 

 ᶤʴǲǶƲἶ Ǜǯǲ ֺ 12 Ǔǉ

ȑƲ ˓♥ǲǶ̸ᴜ ˺ș ǔƲϮȓǦ ˺

ǯǞǭ ǷȓȒǯƲᶫ ǧȏȑǲ ǜȓȅǠƳ 

 ȅǦƲ ǵ ǵ ǲǶƲʟ ỖᴣǓǑǠ

ǠȈǵ ș Ǯ ˺ǞȅǠƳ ♥ǶƲ ˺ǞǦ ș

ȩȤɱȽɶǲ᾽ ǞƲǠǗǲΕȑȒǚǯǓǮǔȅǠƳ 

 ˹₴↓Ʋ⁸Кʴἶ ǮѧȈǭἶ ֶ Ǔ ǜȓǦ

ᶤʴǮǶƲ ᶫ ȱɶɈɶǓ ǘȐȓǦȑƲ∞ʤǲǶǑǠǠȈᶫ ǵ ˺ȋ

ᶫ ǵ ˺Ǔ ǜȓǦȑǞǭǋȅǠƳ ǓẺǔǱ ♪ǶȉǨȔȚǵ

ǚǯƲ șǞǱǋ ♪ǦǨȉ ǲ ǓȖǖȏǍǲƲĝǨȎǪǯװ ȚǮ

ȆȏǍǒǱĢĞșȱɱȹɕɆǲǞƲ ǲ ș

ǲǯȒ˗Ǔї ȒȏǍǲ›ẑșǞǭǋȅǠƳ 

 ♪ǵʴǲǶƲƼ șЋǖǞǱǋǵǮƲ

̲ș ȚǧȐ ǋǵǒȖǒȐǱǋƳƽǯἶ ֶ

ǲ Ǟǲ ȒἧȉǋȅǠƳǤǚǮƲ˹ װ

ǵǉȒǚǯ ș ǞǱǓȐ Нș ǺƲΕȑǭ

ȉȐǋȅǞǦƳǠȒǯ ǋǦǚǯǲ ǲǶ

Ƽǚǵ ǑȉǞȔǒǪǦɶ ș ♥ȅǮ ȆǔǪǦǵǱȚǭѧȈǭ ƽǯ

ǲ Ǩ ȓǦ Ǯ ǞȅǞǦƳǤǵ ǵȵɨɶȸǓ̀ǲȉǉȒǚ

ǯșףǙȒǯƲ˹ ↓Ƕ НΕȑǭƲʝ ǲ Ǧ

♪ȉƼǤȚǱǲǑȉǞȔǋǱȐƲ ȉ ȚǮȆȏ

ǍǒǱǈƳƽǯʝ ǲΕȑǭₒȑȅǞǦƳǚǵȏ

Ǎǲἶ ֶ Ǔ ♪ǯ ǵ ǘ ǯǱȑƲ ǵ

ǓⅎǓǪǭǋǖǵșẎẀἕǞǖדǪǭǋȅǠƳ 

 ἧǰȉǦǨǵ Ἤ ȓǓ֫ǷȓǭǋȒ˹ Ǯ

ǠǓƲɨ ʴǵ ♪ʝ˲ǹǯȑǓƲ ǵɘɶȶșȈǖȒ Ǟǜș ȑƲ ș Ǟ

ǭ ǦǱ șǞǱǓȐ șⅎǙǭǋǘȒȏǍƲǚȓǒȐȉ ♪ǦǨǲὫ

ȑ ǋƲВǲ Ǟǖ ҲǞǭǋǔǦǋǯדǋȅǠƳ 
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ʴἶ ǵ Ҳ˗͈ ˺ 

Ƕʝ ǵὔ  
ʢʴἶ ǵ Ҳ   

 

ǉǼȓȒʢʴǵʝ ǲƲ ȐǒǱϽǵЊȒᶫ ǓǉȑȅǠƳ∞ʤǲǶᶫ

Ỗᴣǵ ♪ǦǨǓѰ̸ǞǦȨȷȷɟ ǵɛɁɕǓʱȚǮǑȑƲ ȋǒǮ

ǠƳὙКǵɪȢȠȤɆȉ⁸ ἶ ᶫ

ӲҘᴣǵ ƵșʴⱲǲ ׄșшȐǞǦȉǵ

ǲǱǪǭǑȑƲἳ ȋǤǵ ǵ ˗ǲֻ

ȖǢǭƼﬞǋȉǵ ƽȋƼ ₴ ǵ֞

ȱɶɈɶƽ ǜȅǝȅǱȱɶɈɶș̸Ǫǭ

ǲ șװ ǪǭȉȐǏȒȏǍǲ›ẑșǞ

ǭǋȅǠƳ 

ʢʴǮǶ₁ ǲɛȢɱɆȩɶɇș ǞǭǋȅǠƳ șʝНΕȑȒǛǯǲ

ɛȢɱɆș ♬ǮǔȒ˿ ȆǮǠƳ30 ɛȢɱɆș ♬ǞǦ ♪ǲǶƲ ₡

↓ǲ Ẏ НǞǒΕȑȒǚǯǓǮǔǱǋ

ǯǚȔșƲ Ίǵ НΕȑȒǚǯǓǮǔȒȏ

ǍǲǞȅǞǦƳɛȢɱɆѰșᾚЊǞǭ ₴

ǮǠǓƲǠǮǲ 20 ʣǵ̊׀ ♪Ǔ 30 ɛȢ

ɱɆș ǞǭǑȑƲǜȐǱȒ ҲǲҤ

ȚǮǋȅǠƳ 

ʢʴǮǶƲ șΕȑǦ ♪șᾍ ǲƲ ԁ ș

ǞǦȨɨȶɈɩǵ ̸ȑǞǑȑșɕɪȺɱɆ

ǞǭǋȅǠƳǞǑȑǲǶᶫ Ỗᴣǵ ♪ǯ⁸ ἶ

ᶫ ӲҘᴣǜȚǲȏȒɤɉɶȭǱȫɡɧȭȽ

ɶǦǨǓ ǒȓǭǋȅǠƳ șΕȑȒ ♪ǵʴǲǶ

60 ̊ʣǉȒǞǑȑǒȐƲǰȓșȉȐǏȒǵǒ

ǞȆǲǞǭǋȒἧȉǑȑƲʟ ǵѫ ǵ ӓר

ǲǫǱǓǪǭǋȅǠƳ 

Ƽᶫ Ǯ BGM ș ǞǭȆǭǶƽƲƼₑș̸ǪǦȐǰǍǒƽ ᶫ ǲ ǭ

ȉȐǏȒǲǶǰǍǞǦȐȏǋǒƲᶫ ỖᴣǓ Ȑ Ǐǭ șїǠ ἧșȆ

ȒǚǯǓǮǔȅǠƳ˹♥ǯȉẉǖǵ ♪ǦǨǓ ƵǱ ǯїǉǏȒ ̝șǚ

ǵᶫ ǒȐ ♪ǯʝ ǲ̸ǪǭǋǔǦǋǯדǋȅǠƳ 
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ᾜ₴ǵ Ҳ˗͈ ˺ 

ƼẺǔ ƽș̟ǏȒ Ҳ 
ɢɱȮȷȽɁɓǵ Ҳ  

ǀ ɢɱȮȷȽɁɓǯǶǁ 

ɢɱȮȷȽɁɓǯǶƲ ⁸̮᷀ɵ᷀ҽɵ᷀ἶǵ Ẏἶ ǖȐǋǵ˲ǵ ȅ

ȑǮƲֿ ʫ̈ǲׄǘǭ ȋᶫ ǵ Ҙș̟ǏȒ Ҳș̔ ɵὕ ǞǭǋȒȮɩɶɕǮ

ǠƳ₳ ₴↓ǲ ǞƲ ᷀Ƕ₴ ȉἶ ȉ ǱȒ Ǯ׀ Ҳș ǪǭǋȅǠƳ₳

₴ 1 ǲǶƲ ǦǲəɶɞɘɶȶȉЏ ǜȓƲֿʫ̈ǲׄǘǦ ͬҘȉ ȅǪǭ

ǋȅǠƳ ȋ ǱǰǮꜗǞǋʫ̈ǮǠǓƲװ ǲ ᶥ ↓ ȅǪǭ ҲǞǭǋȅǠƳ 

ǀʺǱ ҲКὦǁ 

 ̧ ǵ ˺Нἧǵ̸  

ƾ BOOKWORM ƿȋƾ̸ὤɨȷ

ɆƿǱǰƲǑǠǠȈ ș ˺ǠȒНἧș

̸ ǞǭǋȅǠƳȱɟɱɆǶȉǨȔȚƲ

ɄɶɜǒȐɅȴȢɱȅǮȷȽɁɓǓ

ǏǭǋȅǠƳ 

 ̧ ǵ ˺ȢɗɱɆƼɔɁȭɏɪɶɇƽ 

Ʉɶɜȋҷ Ƕ ȈǡǲƲֿʫ̈ǲׄǘǭ

ẺǔǱ ș ˺ǠȒȢɗɱɆș ǪǭǋȅǠƳ 

 ̧̀ᶧ̱ǯǵ˧  

ὕ ặἧẎἶǯֻֿǮɑɔɨȨɎɆɩș σ

ǞǦȑƲ̀ǵ ᾜ₴ ᶧ̱ǯ ҲКὦȋẺǔ

Ǳ ǵ șǞǦȑǱǰƲ˧ ș ǪǭǋȅǠƳ 

 ̧Ʉɶɜ᾽  

ʺǲ ₮ᶫ ǵɢɱȮȷȽɁɓ᾽ ȱɶɈɶǮƲɄɶɜș Ȉǭ᾽ ș Ǫ

ǭǋȅǠƳɄɶɜǯǋǪǭȉ ƵǮƲ ǵ ʞǒȐКὦǵẎᵗѫȅǮƲɢɱȮʫ

̈ȐǞǋɄɶɜǯǱǪǭǋȅǠƳᶫ Ǯǵ᾽ ǵȂǒƲὕ ặἧẎἶǵἶᶸ

Ƽ₡ ƽǱǰǮȉɄɶɜ᾽ ș ǪǭǋȅǠƳ 

ǀȷȽɁɓǒȐǵṶǁ 

 

 

 

 

 

ǀʣǁ ʝʴἶ ǮǵɔɁȭɏɪɶɇ 

ǀ‼ǁƾ BOOKWORM ƿvol. 10  
ǀֳǁǉǜǵǉǫǚǵ̸ὤɨȷɆ 

ɢɱȮȷȽɁɓǮ

ǵ ǓƲ˿ ˗Ǯǵ

ȢɗɱɆ ǲ 

☻ ǨȅǞǦ  

˲ șṔȋǞǦǋ

ȆȚǱǓӰ  

ǞǦȐǰǍǞȏǍ 

Ǯ 

ɔɁȭɏɪɶɇș

ȋȑǦǋ 

ȿɶɞɭɶȭș 

ἶȀȅǞǦ 
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᷂Ḣǵ Ҳ˗͈ ˺ 

ǹȅȖȑֵǯВǲ 
Ƽ ǵЏᶸƽ Ǔʭ Ȇ ǒǢɚɧɱɄȡȠ ǵ Ҳ   

 

₳ 30 ₴ ǒȐƲ Ǔʭ᷂ӢȹɱȽɶ

ǮƲ Ҳᶫ ǹȅȖȑֵ ǵ‴ᶥǲֻȖǢ

ǭƲ Ȇ ǒǢɚɧɱɄȡȠǓȷȽɶɆǞȅ

ǞǦƳ șΕȑǲ Ȓ ἧ ȓǶƲ ǒȐ

ЃǓȂǯȚǰǮǠƳ 

ǺǮỒȅȑƲ ɵ ᾱɵȖȐȀ Ǳ

ǰƲƼǜȏǱȐǉȚǚȔȉǨƽǮ ȖȑȅǠƳ 

ȅǧѫ ǓᾜǱǋǵǮƲʝᾍʝǵᾍ ǵ Ȇ ǒǢȉǞǭǋȅǠƳ 

 

ỒȈǭ 3 ǒ ǒȐƲЏᶸǲ Ǻǲ Ǧͪ ᶸǵᶸЃ ǓƲὑ ǞỒȈȅ

ǞǦƳ ȐȓǦ ǵʴǮƲ֚ ꜘǵẎǔǒǪǦ ǯ ᾱșƲϼ ǓΕȑǭ

ǒȓȒ˗ȉǉȑȅǠƳ 

Ѓ ǵἧǶƲȷɆɶɨɶǵǉȒ ǶᾜǞ ǞǖƲ ᾱǓѝǒȑȋ

ǠǋȏǍǮǠƳ ЃȉặЃȉˆȑ ǓẺǔǮƲ ѧǲ ǲ֝ȑȅǠƳǤȚǱ

ἧș ǭƲɚɧɱɄȡȠǓǹȅȖȑֵǲ̟ǏȒǯƲǠǗǲᾍꜘǞǭǋǦǧǔƲ

ἧǰȉǦǨǵ ș╠ǖװ șᾴǘǭȉȐǪǭǋȅǠƳ 

ȅǦƲ Ǯ̸ǪǦ ˲◐ș̓ǪǭƲȆȚǱǮ Ǎ ȵȠȽɶȉỒȈȅǞ

ǦƳ♦ƵǲƲἧǰȉǦǨǵ֚ꜘǓ ǖǱȑƲ ǨǓ̟ȖǪǭǔȅǠƳ 

 

ǒǱ ǓʭʴẔЏᶸǵ ǵʴǮƲ ǵʫ șǋǪǸǋ ǞȚǮȉ

ȐǋǦǋǯדǋȅǠƳ 

᷂ ǱǓȐƲ ǦǨɚɧɱɄȡȠǶƲǹȅȖȑֵǯВǲ Ҳș ǘǭǋȅǠƳ 
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᷂Ḣǵ Ҳ˗͈ ˺ 

ἧǰȉǦǨǲ ș  
Ƽ ǑǶǱǞǵ̝ƽǵ Ҳ   

̝ș ǞǭƲ24 ₴ș ǏȅǞǦƳ 

ǵ șǶǟȈƲ ƵǱᶮǵ ƲȅǦ ȑǲׄǖ ἶ̸ᴜș Ǐǭ ȑ

ȅǠƳ ǲṶ șẀǏǦȑ ȑșǫǘȒǚǯǶǞǱǋȷɆɶɨɶɄɨɱȮǮ

ǠƳ ǔ Ƕ ȐȓȒ șȢɟɶȶǞǭȷɆɶɨɶ ș ǞȆȅǠƳ 

ƼȇǒǞȇǒǞǉȒǯǚȔǲĢĢƽǯ ȐȓȒ ǲǶΩʫ̈ȉ ȑ Ǔ

ȓǭǔǦϼ˲ǦǨǵ ˲ǯƲאל ǵ᷀ȑ Ǔ ȈȐȓǭǋȅǠƳǦǖǜȚǵ

ǲїǉǍǚǯǶĝ ǔȒҘĞǵ ǵǹǯǫǲȉǱȑȅǠƳ 

ǦǨǶƲĝἧǰȉǦǨǲ ȉǪǯ șĞǯ ǋǑǶǱǞșᾴǘǭǋȅǠƳ 

ἶ  45 ѝ ǵʴǮƲ̭ ἶ₴ǶǑǶǱǞ

ǯ Ƴʴɵ ἶ₴ǶǑǶǱǞ șḨ ǲȭɧȷ

ǲὕ ǞǭǋȅǠƳἶ₴ǲֻȖǢἳ ȉ֝ȑЊȓ

ǭɕɫȮɧɞș̸ȑƲїЖǵ șᶫ ǵἶ

șѫ ǞǭƲἶ ǲ ǞǭȉȐǋȅǠƳǑǶǱǞ

ș ǋǭȉǪǯ ǲїǉǋǦǖǱǪǭ ș ǲ֝

ǪǭȉȐǋǦǋǯ ǋƲⱳǡ ǵ ˺șǞȅǠƳ 

ͪ ᶸ  ǲǱȒǯ

ϹѝǲǑǶǱǞǓ Ǟ

ȈȒȏǍǲǱȑȅǠƳ

₴ ᶥ 1 0 ᶥ ►

ǵ ȑ Ǔ ǞǭЊ

ȑȅǠƳ ᶥ 3 0 ѝș  

ὄǲǑǶǱǞ НǓḨ ǵɕɫȮɧɞǮǠƳᶥș ǴȒǛǯǲ ǔ

ȉʣ ǲǱȑƲ₴ ǵ ἶ ǲǱȒǯƲ2 0 ѝǵ ǋǑǶǱǞȉ ǘȒȏǍ

ǲǱȑȅǠƳ 

ᶫ  ǵẉ ₳ᶫ Ǯǵ

Ƽᶫ ȖǖȖǖǑǶǱǞ̝ƽǶƲ ᾍ

ǵẎ˲ȉ ǵǑǶǱǞ̝ǮǠƳǰȚǱ₴

῁ǵ ǔ Ǔ ȅȒǒɍɧɍɧɇȫɇȫǵ

ɕɫȮɧɞǮǠƳ 
ẉ ₳ᶫ ȖǖȖǖǑǶǱǞ̝  

ǦȅǧǋȐͪ ᶸǑǶǱǞ̝  

ᾛἶ ǑǶǱǞ̝  
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᷂Ḣǵ Ҳ˗͈ ˺ 

᷂Ḣǯǯȉǲ ҲșǞǭǋȅǠƮ 
Ѓ ǵ Ҳ   

⁸К 10 Ѓ ǮǶ ƵǱ Ҳǲ֝ȑ ȚǮǋȅǠƳ ᴣǧǘǮǶǱ

ǖ᷂Ḣǵ ǜȚǵҘșΕȑǭ֝ȑ ȚǮǋȒǵǓ ⱪǮǠƳ 

ˎ℗Ѓ Ҳǵʴǲ Ȇ ǒǢǵ ș֝ȑЊȓǭǋȅǠƳЃ ᴣȋἧǰȉ

ὤ↨ ȹɱȽɶ ᴣǲȏȒȉǵƲ Ѱ℗Ѓǵ ҲǮǵǑ ǜȚ ǲȏȒ Ȇ

ǒǢ ƳǤǵ ƵǵἧǰȉǦǨǲֻȖǢǭ ǷȓǦКὦǲƲἧǰȉǦǨǶ ș

ǒǢ ǔЊǪǭǋȅǠƳǀȅȚǓȚǟЃ ǁ 

ἶ ȭɧɔșʴⱲǲ 1 2 ᶥƲ᷂ Ḣǵ ǲ

ȏȒ Ȇ ǒǢșὕ ǞǭǋȅǠƳἧǰȉǦǨ

Ƕ ᶥƲ ǵʫ ǲЊȑ Ȇ Ǟǋǹǯ ș

ǛǞǭǋȅǠƳǀǹȐȋȅЃ ǁ 

Ȇ ǒǢȋ ǲқǏƲʟ ȋ ǵ їǞș ǱǪǭǋȅǠƳȆȚǱẺ

ǔǱ ș ǏǭƲǠǭǔǱ ǮƼǚȓǒǞǭǖǧǜǋ ƽǯ˗ҵὙǲȋǪǭ

ǔȅǠƳǑǍǨǮȉǦǖǜȚ ș ȚǮǖǧǜǋǴƳǀȆǱȆǧǋȐЃ ǁ 

᷂Ḣǵͪ ǵ ǓƲЃ ǵ℗Ѓǵ șǶǟȈƲǠǖǠǖȭɧɔǱǰƲ Ƶ

Ǳˎ℗ЃȢɗɱɆǮ Ȇ ǒǢșǞǭǖȓǭǋȅǠƳ ǲֻȖǢǭКὦș

Ǻ Ȇ ǒǢș ǋƲǑǠǠȈǵ ǵ ˺ȉǞǭǖȓȅǠƳǛ ȉЃ

șѫ ǞǭǋǦ᷂ḢǵǑ ǜȚǮǉȑƲἧ ǭʴǵͪ ǲǯǪǭƲǯǭȉ

ǱἭ᷀ǯǞǭЃ ǲҘș ǞǭǖȓǭǋȅǠƳǀǉǜǹǓǑǒЃ ǁ 

Ѓ ǵ ȑǵ ǲƲὕ ặἧẎἶɏɋɩȵ

ȠȽɶֿẺ̝ǵ ǜȚǓƲǑ ȋ Ǳǰșɏɋ

ɩȵȠȽɶǲǞǭ ǟǭǖȓȅǞǦƳ ǭǋȒ

ἧȋ ǉȅȑЃ ǲ ǱǋǑ ǜȚ

ȉƲǑ ǵʫ ǲ╠ǔ ȅȓǭǋȒȏǍǮǞ

ǦƳǀǜǒǏȅǨЃ ǁ 

2 ǲǉȒˎ℗Ѓᾐ ὙƼǚǉȐɩɶɞƽǲǶƲἧ ǭƲ Ǳǰǵͪ

ׄǘǯ Ʋˆȑȉǵᶫ Ǳǰǵˎ℗Ѓׄǘǵ ș ǏǭǋȅǠƳ 

ǶƲ ǞǦ ǲ ȚǮǋǦǧǋǭǋȅǠǓƲ Ȇǒǘ ʴȋȉǍʝ↓ȍ

Ǫǖȑ ȆǦǋǯǋǍ ǵǦȈǲƲ їǞȉ ǪǭǑȑƲᵗǷȓǭǋȅǠƳ 

ǀȉǗǜǧǋЃ ǁ   
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ὤ↨ǵ Ҳ˗͈ ˺ 

ἧǰȉǵ ǵẀӓ 
H ǜȚǵǑǍǨ  

˜₴ѼƲѧȈǭ ǲ╠Ǫ ǞǭǔǦ ǲƲ Ȑǳᶽ᷂ǲ ǞȆș ǏȒ

ǚǯǓї ǦǵǶƲẉ ₳ᶫ ǵἭ᷀ǓǯǭȉẎǔǒǪǦǮǠƳʟ ǵ

ǮƲȤȥɩȩɞǱ ᶪ ǲƲ █ȉȂǰǘƲὤ Ǯ ǞǙǖ ǋȅǞǦƳ

Ǒ Ǯὤ Ǫǭẉ ₳ᶫ ǓẎẺǔǲǱȑȅǞǦƳ 

ặǶᾛἶ 2 ₴ ǵ ǲƲᶫ Ǯ

ΕȑǦƲʫ ǵֺ᷂Ǯ ȐǠἧǰȉǵ

ș ˺ǠȒ ǓẺǔǲǱȑƲǤǵ ș

̲↓ȉΕȑǦǵǓ ǟǭƲї ǲ

ș ǋǦǚǯǓǉȑȅǞǦƳї ǒȐ

ȉƲ ǒȐȉʞᾁǱ ˗ș ǔƲ Ǳ

ǋїǯǱȑȅǞǦƳǤǵד ǶƲ ↄǮǶ

ǉȅȑ ǒǘǱǋƲ˗ЖǵȏǍǱ ǧǪ

ǦǵǮƲᶫ ǱȐǮǶǵ Ǳ ǯǵ

їǉǋǮǞǦƳ 

ǓẎẺǔǧǪǦ ặȉᾛἶ 5 ₴

ǲǱȑƲὕǶᶫ ǒȐ Ǔ ǵǋǭǋȅ

ǠƳὧ ǵ ȉṔǏƲₒὁǞǭǒȐǵȂȚ

ǵ ǵ ǵ Ǳ ǶƲ ƲȰɶɞƲ

֘ ǯ ǽǚǯǵȂǍǓ ǞǋȏǍǮǠƳ 

ặǵᾛἶ ₴ ǵỦǶƲἶ ᶫ

ǵѫ ǓẎӭǯǱȑȅǞǦǓƲ ǶẺ 

ǔǮǠƳ ǯʺ˲ǧǘǓ ẀȖȐǡǢǪǢǯᶫ șѫ ǞǭǋȒǵǓ

ǮǠƳ ặǵ ȓǶƲᾜǞὩǞǜȉǉȑȅǠƳ 

ǞǒǞƲ˹ ặǓẌʴǲǱǪǭ ȚǮǋȒ ȉƲ Ǔ ǋ ǲ ș

֞ǘǦ̸׀ǮǠƳȰɶɞȉƲ̓ ɩɶɩǜǏὃȓȓǷƲǤǵ ҘǶבὑǮǔȅ

ǢȚƳ ȉƲʺ˲ȉƲ ὤǮǠǓƲ ǋ ƲЋǖ ȅǱǒǪǦ Ǔǉ

ȑƲǋȔȚǱ ș ǭƲ ǲ Ǩ ȑƲ ǪǭǔǦ ǓǉȑȅǠƳǔǪǯ

ǋǫǒƲỦȉ ǪǭǖȒǚǯǮǞȎǍƳǤȓȅǮǶƲ ǦǨẎ˲Ǔ ȇỡș

Ǣ ǘƲ˹ ȚǮǋȒ ǵ ǒǪǦ șǞƲἧǰȉ ǯВ ǠȒǚǯǶẎў

ǯ ǏƲ ǘǦǋǯדǋȅǠƳ 

ї ǿ ǪǦ ǯǑ ˗  

Ƽʫ ǵǯȉǧǨ 2 3 ȢȬɨȷƽ 
     қ  βẐ Ш ɵ   
           ή  201 5.3   
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֗ɵᵃ ˗ ǵ Ҳ˗͈ ˺ 

ǯǞȎǒȚǑǶǱǞɒȭɉɁȭ 
⁸ ᶫ ǵ Ҳ   

 ἧǰȉǵ ҲǵẎўǜǲǫǋǭƲⅎǖ⁸ ǵ Ⱳǯ ș ȈȒǦȈƲ

⁸ ᶫ ǮǶƲᶮǵὑȈǦƼἧǰȉ ǵ ƽ 23 ǲǨǱȚ

ǧȢɗɱɆș σǞǭǋȅǠƳ 

 ₴ǵȢɗɱɆǮǶƲ ƵǱ șǑ ǔǞǭǋȅǠƳ 

₳ 28 ₴↓ ⁸К̮᷀Ѓ ἶ̸ὤ ǑǑǕȋǱǕǨǒǜȚ ̝ 

₳ 29 ₴↓ ɅȴȢɈɶɵȢɧȷɆɪɶȽɶ ᾛ ˋǜȚǲȏȒὟ

̸ᴜǵ№ ̝ 

₳ 30 ₴↓ ̸ὤ ǦǞȔǨǜǯǜȚǲȏȒǳȑ ɭɶȭȵɥɁɕ 

̉ᴇϷ₴↓  ⁸К̮᷀ ̸ὤ ἧǜȚǲȏȒǑǶǱǞǬǖȑ 

 

 

 

 

 

 

 ̉ᴇϷ₴↓ǲǶƲἧǰȉǵ ǲ ȖȒ⁸Кǵ Ҳ ˺ȱɶɈɶȋƲɚɧɱ

ɄȡȠᶧ̱ǲȏȒǑǶǱǞ̝ȋ ґǱǰ ȑ ῇǵКὦǮƲẉǖǵ ἧ

ȓǵ ǲ ǞȚǮǋǦǧǘǦǵǓӽ ǮǞǦƳ⁸К̮᷀᷀ἶǵ ɵẎ

ἶ ǒȐǱȒƼ ɢɱȮȷȽɁɓƽǲȏȒƲ ǵ ˺ȋ›̸ȱɶɈɶȉ ǘ

ȅǞǦƳȅǦƲᶫ ǮȉƼǠȀǭǵἧǰȉǦǨǲ ǵᵗǺș ƽșɄɶɜ

ǲƲ Ἤ̱ ȱɶɈɶƲɜɩȿɟɅȡȠɅȢȶɶ ȱɶɈɶȋƲ⁹ ɵ

Ἤ Ǳǰǵ᾽ ȱɶɈɶș ǘȅǞǦƳ 

 

 

 

 

         

 ǚȓǒȐȉƲἧǰȉǯ Ʋἧǰȉǵ ǲ ȖȒǠȀǭǵ șǫǱǗȢɗɱ

ɆǵʝǫǯǞǭƲἧǰȉǦǨǯʝ ǲ ǞȆǱǓȐ ǘǭ σǞǭǋǔǦǋ

ǯ ǏǭǋȅǠƳ 
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 ǵ ̱Ѱ 

 

本計画の推進にあたっては、第４章「６．取り組み一覧」の具体的な取り

組みに基づき、図書館が事務局となって、年度毎の進捗状況の管理を行いま

す。 
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【資料編１】 

第４次日野市子ども読書活動推進計画策定委員会設置要綱 

平成３１年４月１日制定 

（設置及び目的） 

第１条 子どもの読書活動の推進に関する法律（平成 13年法律第 154号）の規

定に基づき、第４次日野市子ども読書活動推進計画（以下「計画」という。）

を策定するため、第４次日野市子ども読書活動推進計画策定委員会（以下「委

員会」という。）を設置する。 

（所掌事項） 

第２条 委員会は、次の各号に掲げる事項を協議し、その結果を市長に報告する。 

(1)  計画の策定に関すること。 

(2)  その他計画に必要な事項に関すること。 

（組織） 

第３条 委員会は、次に掲げる委員 16 名をもって組織し、教育長が委嘱する。 

(1)  公募市民 ２名 

(2)  学識経験者 １名 

(3)  教育部生涯学習担当参事 １名 

(4)  教育部図書館長 

(5)  企画部企画経営課職員 １名 

(6)  健康福祉部健康課職員 １名 

(7)  発達・教育支援センター職員 １名 

(8)  教育部学校課指導主事 １名 

(9)  小学校校長 １名 

(10)  中学校校長 １名 

(11)  保育園園長 １名 

(12)  幼稚園園長 １名 

(13)  小学校司書教諭 １名 

(14)  中学校司書教諭 １名 

(15)  教育部図書館職員 １名 

（任期） 

第４条 委員の任期は、委嘱の日から第２条に規定する所掌事項の完了までと

する。 

（委員長及び副委員長） 

第５条 委員会に、委員長及び副委員長を置く。 

２ 委員長は、委員の互選により定め、副委員長は委員の中から委員長が指名
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する。 

３ 委員長は、委員会を代表し、会務を総理する。 

４ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき又は委員長が欠ける

ときは、その職務を代理する。 

（会議） 

第６条 委員会の会議は、委員長が招集する。 

２ 委員長は、必要があると認められるときは、委員以外の者を会議に出席させ、

意見を聞くことができる。 

（謝礼） 

第７条 委員が会議に出席したときは、別に定める所定の金額を謝礼金として

支払う。ただし、日野市の職員等には支給しない。 

（事務局） 

第８条 委員会の事務局は、教育部図書館に置く。 

（その他） 

第９条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は別に定める。 

付 則 

１ この要綱は、平成３１年４月１日から施行する。 

２ この要綱は、第２条に規定する所掌事項の完了をもって、その効力を失う。 
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【資料編２】 

4ⱳ ◕◓ςϜ ᶨ ὓᵊ├ ӦԌᵓӦԌ  

 ♃   ― 

◕ ӦԌ   Ἳ ◓  

◕ ӦԌ   ὃ◓  

ᶘ꜡Ὂᾓּי ₦  ◓ ӦԌ  

ễӾ ᵶᶘ ╥Ⱨ Ỳ◓ ԁ ӦԌ  

ễӾ ḬḬ   ◓  

Ḽᵊ ḼᵊὊְᴿᴿ ₪ ∩ ◗  

ὲῴ ♅ ὲῴᴿ ὲ◖ ╦  ∂ ◓  

ὲῴ ♅ ᴿכ◦ ἰἰה ב   ể◓  

ễӾ ᶘ ᴿ◙ ︠Ⱨ ᴞ  ӓ   

ᶘ       

◌ ᶘ     Ύ  

ΣΣΨϖ Ӿהה  ӻ ὁ◓  

◌ הה   ◓  

ᶘ ◄ ễ  ֓ӻ ḅ  

╣ ᶘ ◄ ễ   һṆ◓  

ễӾ Ḭ Ḭ   ◓  

                           ˢ – ˣ 

̔Ⱨ ộʿ Ḭ   Ἴ◓  ╣   



 

68 

【資料編３】  

第４次日野市子ども読書活動推進計画策定委員会開催状況 

 開催日 検討内容 

第１回 

 

 

 

令和元年 

５月 23日 

 

 

1 委員紹介 

2 委員長・副委員長選出 

3 第４次計画策定の概要 

4 第３次計画乳幼児の読書活動推進課題検討 

第２回 

 

令和元年 

６月 27日 

1 第４次計画乳幼児期の読書活動推進取組検討 

2 第３次計画小中学生の読書活動推進課題検討 

第３回 

 

令和元年 

９月 27日 

1 第４次計画小中学生の読書活動推進取組検討 

2 基本理念・基本方針について  

第４回 

 

 

 

 

令和元年 

10月 30日 

 

 

 

1 第４次計画青少年の読書活動推進課題・取組検討 

2 第４次計画地域、普及・啓発の読書活動推進課題・

取組検討 

3 基本理念・基本方針について 

第５回 

 

令和元年 

11 月８日 

1 第４次計画素案（案）検討  

 

パブリック 

・コメント 

 

 

令和元年 

12月 10日 

～令和２年 

１月 10日 

ご意見・ご提案の募集 

第６回 

 

令和２年 

２月７日 

1 パブリック・コメントの結果報告 

2 第４次計画（案）の決定 
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【資料編４】 

 

子どもの読書活動の推進に関する法律 

平成 13年法律第 154号 

平成 13年 12 月 12日公布 

平成 13年 12 月 12日施行 

（目的） 

第一条 この法律は、子どもの読書活動の推進に関し、基本理念を定め、並びに

国及び地方公共団体の責務等を明らかにするとともに、子どもの読書活動の

推進に関する必要な事項を定めることにより、子どもの読書活動の推進に関

する施策を総合的かつ計画的に推進し、もって子どもの健やかな成長に資す

ることを目的とする。 

 

（基本理念） 

第二条 子ども（おおむね十八歳以下の者をいう。以下同じ。）の読書活動は、

子どもが、言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊かなものにし、

人生をより深く生きる力を身に付けていく上で欠くことのできないものであ

ることにかんがみ、すべての子どもがあらゆる機会とあらゆる場所において

自主的に読書活動を行うことができるよう、積極的にそのための環境の整備

が推進されなければならない。 

 

（国の責務） 

第三条 国は、前条の基本理念（以下「基本理念」という。）にのっとり、子ど

もの読書活動の推進に関する施策を総合的に策定し、及び実施する責務を有

する。 

 

（地方公共団体の責務） 

第四条 地方公共団体は、基本理念にのっとり、国との連携を図りつつ、その地

域の実情を踏まえ、子どもの読書活動の推進に関する施策を策定し、及び実施

する責務を有する。 

 

（事業者の努力） 

第五条 事業者は、その事業活動を行うに当たっては、基本理念にのっとり、子

どもの読書活動が推進されるよう、子どもの健やかな成長に資する書籍等の

提供に努めるものとする。 
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（保護者の役割） 

第六条 父母その他の保護者は、子どもの読書活動の機会の充実及び読書活動

の習慣化に積極的な役割を果たすものとする。 

 

（関係機関等との連携強化） 

第七条 国及び地方公共団体は、子どもの読書活動の推進に関する施策が円滑

に実施されるよう、学校、図書館その他の関係機関及び民間団体との連携の強

化その他必要な体制の整備に努めるものとする。 

 

（子ども読書活動推進基本計画） 

第八条 政府は、子どもの読書活動の推進に関する施策の総合的かつ計画的な

推進を図るため、子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画（以下「子ど

も読書活動推進基本計画」という。）を策定しなければならない。 

二 政府は、子ども読書活動推進基本計画を策定したときは、遅滞なく、これを

国会に報告するとともに、公表しなければならない。 

三 前項の規定は、子ども読書活動推進基本計画の変更について準用する。 

 

（都道府県子ども読書活動推進計画等） 

第九条 都道府県は、子ども読書活動推進基本計画を基本とするとともに、当該

都道府県における子どもの読書活動の推進の状況等を踏まえ、当該都道府県

における子どもの読書活動の推進に関する施策についての計画（以下「都道府

県子ども読書活動推進計画」という。）を策定するよう努めなければならない。 

二 市町村は、子ども読書活動推進基本計画（都道府県子ども読書活動推進計画

が策定されているときは、子ども読書活動推進基本計画及び都道府県子ども

読書活動推進計画）を基本とするとともに、当該市町村における子どもの読書

活動の推進の状況等を踏まえ、当該市町村における子どもの読書活動の推進

に関する施策についての計画（以下「市町村子ども読書活動推進計画」という。）

を策定するよう努めなければならない。 

三 都道府県又は市町村は、都道府県子ども読書活動推進計画又は市町村子ど

も読書活動推進計画を策定したときは、これを公表しなければならない。 

四 前項の規定は、都道府県子ども読書活動推進計画又は市町村子ども読書活

動推進計画の変更について準用する。 

 

（子ども読書の日） 

第十条 国民の間に広く子どもの読書活動についての関心と理解を深めるとと

もに、子どもが積極的に読書活動を行う意欲を高めるため、子ども読書の日を
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設ける。 

二 子ども読書の日は、四月二十三日とする。 

三 国及び地方公共団体は、子ども読書の日の趣旨にふさわしい事業を実施す

るよう努めなければならない。 

 

（財政上の措置等） 

第十一条 国及び地方公共団体は、子どもの読書活動の推進に関する施策を実

施するため必要な財政上の措置その他の措置を講ずるよう努めるものとする。 

 

附則 

この法律は、公布の日から施行する。 

 

 


